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2.3 すイフ■ッジ 1ミ よる准群ミ
2.3.1  イ■議 班鋳奮
2.3.2 史:駐緯果お よび'為無
ユ.4 九字楔 :ミ よう/r■訳
2.4,イ 雀熊ミの籍曳友
2.4ユ 光与根 の作 成
2.牛,3 `ミ、歌鵜彙お よび為無
ユ.5 面積型投 1ミ よるイ隻斌
2.5.1  4tllコ層ヽヨ駐竜
2.5.2 砲琴乱型.ギ甦t改1■じたヽス 1ミ よЪイ乳ヨミ






























3.1 社■ に基づ:く官ヾ オナリ几 ケ■亀 つネミミ
3.2 二試 料 2i・Aヽ1もちス
3.3 -訳;村■Rいうヽ六
3.4 熱 足慮 及
3.15 まとり
鴫4争 引 彙 り｀シ tれた ア′レミユウヘ爪 夫組 駄 つ




4`4 まとめ    「、
第 5建言 巧ざ九 iヽ凰やケ格 子 のヒ・ッチ観 九り蕩Щえ
5.1 測 定 のス 理 ′
5。2 試 料 お よび熱 え 九 年薫





























帰ηけ り生、ち もりはカ カつ介■掟ミ ≧知 Ъことは、二年白t
にも 、また4o理各60にti辱ろヽ銀速 ゼ′あ り、 各地り j只ムた為ム
ペ 1ス りヽずれ 又 )ヽЪ.各洪え たユ l■、資れ て:竹つ 特省Lとヽ>又
)ヽЪぺ 、ユ喜 にヽ 象物 つ■介脅 つボ 嶋L試粋 体 ′ミ為 たって
気学―に し`｀も烈 九 よく鮮村す ること t市凰難 プち>為.塔u号俎
時 、日1ウ鳩寺 Llミい ること lミ よって、資魚 6｀ のぼり置、や″■等次
Lハメ1丈L右畿t議発 しハもつである。
九導准ムキ■itたく|ヽ口∫れ ιりもハえちムの一つプっ り、
群オ生型≧議先によってボうた籍 と史草 ″υにな工 しうもと共 ,こ、デ■
論 ぬよって解 で難 1)曳員白υ奪バ 娯堰ノミI登口、しマも
~ittt ηl線果ペ
得 ∫れ る. し`ヽしう1ボ6｀九響日t史撃 プは米群ノ薩的社 噴とヽつ
ミ亀ヽ嶽村 で、史畿 つ凛■ と相似■多の不鬼■ン作成 し、これ につ
、〕~て りヽえ 乞資 )つボ菩迅ゴ ち る。硝判―とミ書刊村 とす Ъ場合
にlよ九碑ノElと覗がヽ2)`ヾ月Lヽ'∫キιZ )ヽるろく、このt晏/4や、現ヽ 失LД誠
た1志友覗 リムtiけt`ムす も.友.嗅蒸,はく弓・もとバ 及 ≧上げ る
ことるt~プtもパ 、為 )ヽ友嗅 つために市、ギ)…り・■介やつ状聾 lよ、
形T■う1り｀ 、曳際のモっと呈考1もヽれぺち」、また試料に生
じ′たI≧Jさ晃_1'7_tt収に々史|ミtえダ拒 ζと1ざ]豫ダ有'ヽノ.し^ズ
ってたデレに力 1■熱 たヽ 象物 ■真樹 利―と しようとす b場合 Iミ、
一tLに1本本竜々嘔I実鏡 伴_う。ミ 象物 ヒミ書 にポ料 とし‐Z、 ■9
■状■夕を漫りとしようとす Ъ刊 )とし■は 、刊 料・上 に朴 キた立1




行 わ薇 て )ヽも:)し」ヽ し これ ,ミ エれ ば 、響Ⅵ寺全体 |ミわ た も■含
フ,つ→ブこ野 2如Ъ /ミ l志■卜4争ノミ電いlηイヾ るヽ ろ｀ り、ブシミたりSヽ及 につ りヽ
~こ
も多 く |ざ央ミ冬 ゼ't■｀)。 またイtつ瘍L見ヽ 学|も‐と
~言ね あわ丈 てモ
ア レヒЦ し、格 子 ■■Iれた して減ヽ え2くつ ヽ当 も と∫れ てヽ｀
り響つその感及|ふ化の浚Ц足竜去 lこ く5べて鳴)て 〕ヽЪ。モアレ
ジロ志モ ア レミlS Lブこさく してtつぶ ;及2ぺ又 t)もハわ |ミ、本武
つ 中 Ц fこち る夏し=路し 英 すら71~つ■ の ■ 竜カ ヒ 矢OЪ こ と |よ咆 難 と ■
る。一ち 、心 3‐rこよるロミf「とキヽ 1ヽ
~すた´ば 日前比 つネシ苺bるヽ ∫■
と列足することパぜt ЪΓ7)しら、しこれによれば言バボトハン含トワ千:
均 的 ヤ 玉じるヽ 矢口Ъことポ ~ι"さず'、 ^ざいうヽ今会 ICわた も■つ分仲
ニリ1尺す もに lよ、ふ噂く締ゎ た 児・2試2S}′ミあ てる。＼あも りヽ1さに°
レホ ープレL世くこと (ミよっ て、その一勢 分 の■2以t」足し、そ
れ こ韻芦十全体 ′め る )てえ七 し41'れ｀ ば 奪6~デ、1,―年 生力力
L学｀す る。
ま二 の ようにユ斗 すや象 とした ものワ神l へヽ 外´ lミわハ b■含
神2簡事は 、しう´ヽも烈 /1_反く4妻卜4良到 卜で:測え ~3~もこと 1よ凰
難て'ちって 、資れ びにイヾ b,1褒ノFムと1議発 す もこと“ンギ辱 と
で れ Ъ。ン小燿〕免‐ご'1よ凰前格 き L lλ t'、れ ■ヽ lミ より■んだ 鳳キ↑
書 きム ょデ以、たに l■ )ヽもえ与 :象と本ヽ れミ f｀T呈雛iつ■_現しうヽ ダ為
え こ上 にコけヾた ■)ヽ´社 |゛ち tソ‐も~洸鳴逗 L絆人す
`ヽ
長ヽ たヽ畿 と
場発す る こと と曰色つと した。
D“瀞扱%つフー リ■β件1■‐|ミよ う栞L菱「 M絆ゝ
た来 、地像憂いよノミ報





て」む億東 fミち ヽ'7凰贅卜っ響ヽ パ生■ :ミ求奄たヽ キ生で象司私すЪ のと全
く1ペミ |ミ物イトつハ 堤
=ミ
す なわ ちデち苅白む恐日ヽ 略 ぉ ょデイ■
^ミ
つ分
奇 ヒ 生諷軸 上z"一つっ潟いつ とお た、 左ハ |ミ刊酬次ヒ竜 うtの2
t■定 して篭升イ氣ツも1蓼薫 つ朴イ襲鳴社 t tt n ttL tttk′ぎヽ してたた も
ことデ ザ ミЪ.ミの ■場 りヽ ∫桑_く栗、で資 われ て 1)も穐 々つ■
13ボたつ 卜 ゝ九寺 要、1ミ も更ョ1ミてlミ 、4鯰つ竜評イ砒"'4tpぉよび'次ずゆ
3)
な ど′こへ 躍う1僧]百 亀民、し■ 1)も:徒彙 、写イ襲たキ 栗 ≧ハヽ 根 撻ョ
薇 Tミ¬領りヽJ‐uぅ■%ノき、こ 隼 た
'た
その 書つ ヒ搬上 波 とケ生 し、
れれらむ向′外 とミ埋 す きことに よ って操 鳴 ち Ъい 1■‐相 交―ボ ■ヽ
つけもと言うたえらで'あっ^ ツごこゼ
'1さ、■彰れワ対む穐格‐む




回tけ不卜与 1■ 、 ■つ餐晨乳予此塁桂洒えるヾ 玉_つるンフ)とヽ都ヽ う友と して饗嗅
凡〕友牧 正昔亀≧ぅ tナ /~・とケな し、ミつたたのもと′ミ本局 たは行
.17_Dれzり :Ь .
■ ん だ 回 1旬・格 子 ,こ よ る 励助 硯 夕 の 1コ崎 イ暮」■ ち 、た 。ヾ り と
‐ヽつよう |ご 豫 もうぐ、 こ■日よl■ 友ゝ枚■諷 とうけハムL日ミ判型
=友
っ
ス ヾ フ ト iレボ 再シ確″′名夕宅′の 回 ■ 4象と t‐■得 ゞ れ
―■t嗅ハ め プ
あ b。 資 こ′こな与不え砲ど′つ ぐスク21事入 し、_各入ヾ フトlレリ
性凸ヽ lヽ1北礎女」ミ村寸 Ъミ贈ヽノ織 と冽 じ′た り、切 慮 した Dして、




キてもり すならち4泰ハうt。こ成■ 4資て 、 五rうシ弔巧く以上」t~t tttらこと
3
fミ 砲 も。バ タL・l・2メドトた こヽイ警し て1子員色｀]′ミ格 卜 2:キム竺卜
~すれ「ぎ、ミ
喜 )熟えヽ 亀く4勾L試料‐|‐寸 も ことボ ぴて も。 上 の よ う 肇 理詳理 ′ミ
基 づ く
"Щ
た たス につ 'ヽ7理論 ●りヽ虹比え` むに本舞tヽし声 と こら 、
試 料 金奮 lミ わ 茶 も■ つオ 今 だヽ聾 2-及fこ感 及 よ く'魁え 乙
口て も
こ とガヾ 日itごも｀ と な ,'フ電0             ′
j受ヽ た た 2喜万、つ九壇れと し てミ 、ヽジLう舜、た1ハ )ヽね|ご、 九峯IS'をヽ ν｀
t)|ぶ、 一
"こ
え、tC ttl牛イ〔」これ 、ふ無児ジk′こiミ為 魚、リ ミ政l`)の荀｀
小 ポ 興 えさ れ も。イ1■九 九 缶lづ■ ■共 表∫す もに「ふ―喰 |こ 三ち (3、
9■バ 今 2郊4~ti:・よく?こ仁 1ミ「ざ各 々 曳 )たF_ fヽらゝ つ格 卜■
う卜ヽ 1弓1~^)1ヽ'コ〕ヽ 、りう｀よ ιバ:―‐―島 rこl`)フトを■もリケ
'こ
嗅 7}ゝt_こ、試料 と
舜崎たた ち覆薇1ぐ ヽ し
~む
`貝
1夕お 赳え す もムう´ム製 為 2ざ七_も。
金´九 結 ぶらこも1罪9■じ ごぐハ :喝′き,生つ ■ 分´ つ げ どつ よう
|ミ4'もうヽ 1キ 、 欠 |八二 つ/FI上バオつユ Jこと囁 ミ し、ふLi オ｀ゝ 的 ′ミ
′■
1卜な 職炎桑どち る。 こ ミ■・ (■本 現ムな ムつ一 つつ 史「 謝き5ムと し
~こ 、
アlレミ==‐ウヘ外主人卑亀島 とう|〔彙 りう駐■'ご
~tたとき つ■_分や ヒ¬ヽ ―ヾ′
~Cケハ と こ う、第ぶ Цホミ1/tぁま tだ末tふっ議劉 今ヽキ lCわバ も ■の
分 う だ九 こ一及 ′ミ威 左 よく薇 くヽ/濃呵 ∫ どりЩ表コ "1/ミ.
t6 に｀癸 λ lt‐て 、荷 竜FQよふこ だ け 乙Vなく 、ィか九 唱 |ミミ年




ユ限、(1｀つ た ら に 1再 芸ヽ「t的lン｀ C′ てヽ'もに
°ツナ 改 九 そ ど｀ つ退t
九 ■t諷1サハ .
4
為{革 洲 たス F■
九奪 粟、とイ亀葦風ミ籠壬■前19■■%もヽ ダ岩 た ヽと、資り取 つい 'ポ簡
早 にな'り 、柱 々 ワ唱晨ユIミヘ し■ヘ ミ 奪｀旬 ミ■ヽ しい )も。本
列―lたにお ,ヽιも ■んだ■ユ拘柊 ―ヽりヽ イ襲■通 Lこの■1‐亀億 理
論 り■■%うヽ ダ為 たハ。
た、キ 耳、プ ■ηイト ウ f彙2 r´tt bノコ 志 、 こ11:ょ与 ′ζよ' ジヽヽ ぜ 物 外 ■ lL E■〕
る こ と う(ダ■
‐2Jちき 。 ●ヽた ば '、 塁貝イ敵お逸´WL影相ヽ小 さりな '飛、
と コ
ン テ'ンす ~ レ ン ″だ ′こ よ ぅ Z■3日ヽ 光.I■亀イト リ 、 費υイAヽと こ つ ジL lk
に,1ミ置 りヽと、メ、つ J壁け さえレニズ
:|こ負 1り‐乙ネヽイ墓ご 行 わキtき。
こつ囃ミ、42いつ 像´、1よ九り訳つラヽttなと'1ミ基 ザく漫L日ヽ 九 つ準 喚 、
す /■lもちa%d九ヽ つ醐物zマに よ♪■九・・ く■4もち ゝミとボ郊
∫Ⅲι又ハ)S。 こつ ぎうろ'■|ミヽ 憂l■イコリ^電イ彙)L傷
:ミのがL悔、
'こ
鳴 し ■ 哺 H響れ とB耐… ツ ト “
叔帰以等
の ボ ー嗅 的 41甘等 Σ 殆
tしι詢 り、―ざ6｀ ノミこれ とノト入報 亀館 理論 つ■島 うヽ 6｀ θ物 ?
ミ へ´ 響 ヽ
…
ツ Jtt θ)弓,どうき確ゞFドTし~とい き。ジヽャび〕ウLIミ颯 り
も没ltえ),ミι顕 榊金 、、■ %鶴とい■ つ北 奪 ミ ど 、 ゾゝ、下り取
降…1り
'ミ
(た社 を ぶつiC Hの¨光量 |ミ よ ЪC″笏れ ′′ ″ ″)と
1亀り 乙ネH募♂弓≧苺 ミ 、‐t-6 に｀ 資キtと本電tえ輪 理t杭つ■■%うヽ 6｀
急t黙主し ~こ 、ミr.イにネ |^.
ここゼ′/P亀本 よヽ、責 竜 に よ り■ んだ
′□:町j格子と しハ甥ゴき、 吃
り I Lnl崎
‐不各 卜Jホノゞ ヽ平し、き ft■さ諭 つ il乳うヽ 6｀ ら え Ь と 、 ひ と つ 八 只ム
キ答き′さよっ と発生 し4怪おい奥。と球_ボ生つ/分う'こ・■~む亀ルたとして
呟l膚ギll■l球製災視¬ミをうけ た ιつとケ4'され 3.ミのちえ｀ポネ
5
万予′札 つ尋 ヽ と4'｀´` ぜヽこれ
に つ り｀‐ι 亀1.λざ Ъ 無
~す も。
f炎_た、物 外´ つ/rl■_■一 つ つ 不ヽ報 ふ と一 乙 、格 む つ ボ多 ど託 年
~ウ
右 たち |よ、希｀ 自ヽ上 |ヨ年6｀れ た罹ドヽ つ書l・1′にに よもノレπ
…′は で赫 勿 (Dのち'よデ格 ゝ像 つ れた ■ ■ ≧ Sら'ミ
→ 4ヴ¬こぇる、
オ■Ъ。 f´身くつ4■‐現ュ|よ、Щ二町 た つ ―む卜■tたぜ り、 資 つ ~さえ ご'う｀
れ
^え
た 出 し い )も薔シ勾¬よ蝿 くろt3と「ヽ う 為 た ち ご
′ち 、ヽ .
準丹 先の 費 tはふ)Z■んだ'ιミ請 襦 寺 も、見」ち L段ユ れ ば'、
藤_つイ箸芍うと
~言う4 キヽ■■率卜も'に竜た奪■し^と
f歩4'「ケこ とめくざ て ｀
カミ・ t｀つ4ヽせ在1よ 1■ 濱ゝ処牧 旬に■言い友リイ■きヽ と
~言うに 、ヽと1よら19■
ずЪらヽ 6｀ 為 た もミとるぐざ:t、 iヒ嗜 ミ にち:り｀ もlミ踊虹1机|卜えヽ 1なの合ヽ














イ 。 1 冬■、北乍 可、つネ苦「象可ミ竜命
え キ 薦J専キ 1.11ム|ミ薫 じヘミ リど、物 昨´ l■ コン デ ニ｀ サ ー レン
ズ:ごfおFグQつ|す囁 に 置 うヽれ 、■ ■ 九滉、つ霞´ 1事 コンデ ン す―
レンス・ ごrちょび)αらは よ っ Z「士影 レ>ズ1つ唯 軸上.に´年 ゴれ ヽ。
コ_Lテ"ヽつ~~‐ レ )´ ズ
lご′1よ、 光_二鳳と、つi■議 やミιfつ壽費ヨi■亀色とう'
もよ う に 置 るヽ キt乙´ぃ Ъ。 したるせ,こ)L鶉、らく、こ′え』ち長、ゼ1■リキt嘲ば、
物 q卜1ざ‐1卜祉1'■どヾり3電これ もこととみ｀り、え降 つ 地´与 爵、ミネミ■
ても土■どの ■´オ1つた も ′ご犠曇ごヽ キーこと1)ももつ ぜ あ り、 コニ デ｀ 主ィ
す 一 レ ンズ:ごf2■Jノ 乙6、 ′1'″卜と コニデ 主´ ~ナー レ}ズlQとつ費
薔強に置 |すぱ1、 ゝ1/_｀lt'ミ述: ヾもつ と
'百
ド ネЪイ与、鳴 彎´、えせヽ ダイて も.
オ 1.lЩに黒 した こセ く 、4匂件 ぬ つ rvくθ と報ヒ■多レニ だつ 寂
卜1と と暴 ム(光鎖ヽ べ 九軸 とろ'す棒12∝と し、 ■ /こ こつ た」禄 あ(1■
ぬ つ 中マ 0′′こ■1選已した と ミ |ミ ЙJ穐と奪寸
´
亀 ヒα


























ずつユ iやい)と簡守‐1ミ 3‐ 5/さりに「たつ よう電線こ形9■1えた蝶tt
」考える。





こ こ(こ (X,V)′(Xt Y′)ノ (υノV)‐および'CUt V′)のメt,こ4蓼1ざ増いノくすこ
ずヒ2■、し~L )ヽる。 ■ん入J志た、つカレ‐ ザち も。 この (1.1)つた
換た本取L′ヽ )ヽもとこ光ゴな仙 い、つ め 工やりと投二影 レ )″ズ｀最 砲 ヒつ 々
つ共申し1ちと1よ「ミげ:L喋(直うt外ざ'シ








4炊ィト書ぃな と を え Ъ. こつ役をもヽ光.)増、に よ っ てた喫J体上 (α´′■ナ)′ユち1
('こ生 げ も を 友 の ネユキ 橡 '庵




)やネ*ネLO〔に,′け〕と すれ ゴヽ、 資 っ4ヶF卜と興」亀 し た 〕L
ネ なっ隠 /vノ|ホ_0。～+002■た、北増、タトご'1よぼ(■うむつ=θと‐考え .ヽ
スト fにつ期 、めひ′χ3■FデガU′り出牧 lごDり しも|マ斑とす も.
ネネ たゴたり捌 亀ιとい瀾 Jといlt弩に諄とわしたもつごにι√ と言け .ゝ
ネ*米 ―性 つ牢at昨‐ttな漱つも梃1■つン載■t`ハざす日ミJミ奇千と、九:我ヽ9イエ相










ノの と‐7]｀Ъり )ヽよノ｀知倅 Lこι,け)、ミノ|こ1らも
豫f鳥 ( 、イン阻 ‐ゼ1口つ、や′光`,飛
の拒虹「さ、 たつ袂苺L点′〔ん,2升)■ヤ/ヾ
と し■為え、4つ竜 葦確 島L意(κ′―″ノrひ4_τり ご幸きらす。簡単の
たりに ヨ主´ =デ1卜す ― レ〕ィズ｀ Qと時亀41た九 ど‐ち もと し、今勾体 駐ミ
北 し、■彙多レ>ズ｀ムょっ鳳瑾Fコヽ.も 比Lケヾてこ ~夕だ ウ｀「つプ■ilさ
とギさぅ い )う どする。 t彙多レ′>ズ｀のユ戯覆rk先こと1″てて′3)としヽ
ただ｀ χ
`と




で'ミゝ ~ミ Jにる。 '47:・し
















マЧあ る 。 ノ像 籠1っ、卓′(″′′)にらlt夕るJとキ 1漱1亀百kα′秒′り|ざ句 外 五、貸
イトらヽゴの九 つ電―与 と棧介 して、
E7こυり=∫LE(χちη)θ(め,~2Pr)ん(〃―α′′ひ仁_嘗)“κ′えη
(r.4、〕
と骨 も.牧l´脅二上1つi奄空、■ 奪:lt rrD、中/C雄り′ぬ〕に ly_ヽこノι ち∈1.4)と1ミヽ
ビiいミ1■‐6｀ れイみヽ百1-■1(″プ′D、ぼノ|ミ Jぢけ・う た_、i疼、κ〆 ′こよ るう1、及 |よ
















xttEtあ′勾 成 4′2)汝″Tれυ生2)Z“ノ宅 卜 〆
(イ.6~)
ここに竜む亀 ふ「ざ4葛証つた漱LとFトリ
~。 曖1_6~4上(ιちプ )、颯′R‐1ゞf)｀ Ъ31
λ ■に つつ 慮た武全体 うヽ6‐ の無 与 ヒス義倉 し こく‐ダれ 、■筆 .:卜「す・



















―であЬo Bじ=功応(“′ン)、颯′にあ 1り も｀「1,0へたり強及ザちヽこ、
B(“′の二5ΣI E`“′・のドχ6ν (1.9)
とを Ъ.光力、こ1にお「)‐ 3え早友 B′こだ′讐′)つ三Σィこ1おくヽ さヽ )ヽと~3~3と
― 足
とを た ヱ´ よ りヽ.
(1.6)
(1.イの
こ の 乱 は こ′璃
“
ねレ宅●ι Fι蒟 %¬」くリイト破1上イ■葛 つ・ 二、やノ(“ι宵 )ノ(亀′場





り1父 ら よ｀ ず ″貧)鶴卜｀籠―σD・ド〕→発1'ち｀ど'Iミ,マln t 4Liたこ‐り
~ごち 6。 こ ゥ 4勿f里6コ為 いヽ |■ (“fノ と々)■)｀占グ:(静ュ′′現L):卜`i出も 二
つ
つ た1ンLのあ ЪOキ燿いへ つ η J lヽ饉_■%これ て'キι αFιZ所■ttぃが
:42aι亀
で'λわ ~す と き 、 ■ つ「Tヽ )与lた1つべ・懺 魚つ三V‐11J魂た めt
l=α占十
“
ま―t― α′Q Vlι 4 ωttC亀-5r―|‐F31ι)
と /」1っ た ど すも と
Vlλ ιルρに=rtみ
と為 え る ことペ プ t Ъ 9 じ庵おどっ こl石ュltよこの ■■~つ つ た1■L/C
つた,左ろせ徴″〃″″ '1■r%1士にLユ1面ぇ|「二|、ル2(ノ乞″ルさ■ザもなノミ{ふ
lLトニ0~こ゛ちり、一観つ ■%‐i~′「 |卜、二ζり ||′'ミ
つ偵 ととう。
.ヽ竜L(|.7D3凝1l J蕉ヽ ユ 告う′t―■■由ヽJl'11旨(彎t鳴(末=■ しヽ ι お
り、 fみt li卜`'勾「卜こ、リノ受下ヽ つ0、ヽ■_と し こ '」わさイマ こヽヽ る。 こキta
′帷1■ ■色(L理言市り上I%も、」著封t"もは キ｀、フ  ーリミ 役[r■~ご もヽえダ





と 七´え る。 この θ(■′
`)1よ
うヤ1.イ |■つ た、イヽ ■、ど、 た,中lll i■χ′」・θ′
γ=θ /こ やヽ′|こif,息、声ヽ貴 り 4i寸ヽ
‐き、 ■り 上iゝ,ハσフ共車L石1士.、 す■ わヽ
す1受1爆¥レ レ)だりぶ葉:亜1上|こ ち「り｀色′11り´昨 ′さ,|=も檀ユlr f(暑、り「´.宗TR、ム〕り
に 4高_し 、,1こり た,責、っ 業 中乱百]l■つ し11ち千鷲1.|ホ7うら4夜/2ノイε¬′2/しの し .｀'いう‐








一 々 、 あ も 揚陥劇包υ
“
方 光.1月、ろヽ ダAIノロRtキt~とい も4勾哺|ビ_‐ つ・
、t鳴つ の物%αβ″ 冗 応 kの光L茨、とILヽげ た・tt、■'ヒヽ
~)囁
[1に卜 ゝてギ 雨]波うt炉ゝ|ら~ミオtた葛 行 つ 百ルレ
“
υ後写鬱多の[llケな つ
V卍喝 分 帝 に ヽ・ヽ く l)葦/こ I・ シ リl■ り
・― レ ニ・ズ dィ と光.コミ とつ ドユ
囁 ぷ Gの("rや′距_島1とな )て )ヽギち 合 メこ|よ■勿昨 つ 貴 らヽ キ´にヽ 血 覧
,こ既 鳴‐蹂 ι"ちも こ と る｀ うヽ｀、こ21よごrJミ亀り、九_つ と こ 、 すヒ掟 (■'枚





































′u)ηも｀よレ卍Cl.16うfさ よ ンて ｀ヽ さイtた
C(χィ′マィ′る′イル)21■1′ ること 1ミ より、 1ヽL(禁ヾ (イ・7)2燿ばヽ 1ヽ■りご牧 _
り,ユ1数.と_して :根わ し41多(1.15)に:ヽ さt襲えヽことボ
‐
d′ さアミ.
(1.ば)。ヽ す曰｀ ``為ヽ1■ ((.16り1■ た.だ手1ゃ、つ 1菫ミシl1/_推たfムitど十■ハ■・_2意し 、
サ1、フ黒ヮ :たこさ、 ｀ギヒ■1ノ し ｀ /ぞ94t/_力.むよクd'■つキ生iC(17ヽ
~蔦・ι´ こり
b。 まアヽ (χl′´ィ1)′(■′リユ)1■3｀iL′上え∫ 1プ極 ムもヽゎ 19卜_lよ各tず
った店t il夕「サたつス~ヾクト|レ戌劣‐「｀ ツ lミ'り
準´
4ご、ィら.っキ為ミ =_ち6｀ わ
t′ 、 せ上ft子軍、と つ)ヽアtrるヽ ダ ン(イした01jれたミろ「 とた
1｀
I｀ムざヽ と |,~も ち。
藁〕た` 成分 |よ 為=tχ■ノイ:=7'の´ように 'Ъムじ
'I｀い1た感、つ スヾント|レ メゞ
j〕 うヽも｀メ主 じ.、 t ケこtよヽ.榮_つ 〕♪  | ン ′く い 2~il｀デ る 。
ヤノ|卜つ ち悔rtti fi´勾=ウ3θ(“′υつ つ 7・りI_1え■■ ざ い ヽキごも (1.11)
,よ 、 地専■ 1■ 2/・・θ:ソ=θl=了]‐ イfヴも 、F′ 壮、シ膊、fミ よ 」 Zノ「 c.ち∠吻′1ト
つ 戸2みの″ 物 り い1ギTイ身tの
iげた'1鳥うj「｀学 ご「ち も こ と LЦ主く[/ころぐ、 こ
キこlよ ンチこつ Jf 〕 |ミ 1:i).キt(ゴLl「、4ダ も｀ ゼlりも 。 X/・=0ノ｀
′こlο lミ「T■イ■_
ふ も留鼻生←■｀ とψと'(■(ミ‐tキこと｀' も〔喜 り |ざ、 ギ7肇L整1フ枚、もな｀ わ _/p lミ=i疑





平‐1ヽ｀｀「 乱1「″_と■ ,マ、キ |.2-口
に｀ オ、にた ゴと くrl)1件/ミ キ」ヽ1 jヽ)
う。4レJウト亀鰹ゝ 〕´ヽ し、 国古け｀キそ/1牲lり )｀夕、 た,中1はこメ「ギltいぇで
)ヽ「t til卜、■,1を」'ム
″)lt lJt,両11ご'ちも11ヒliZレ)Tイ｀■雨、:‐_″)M、t′ ＼
す ヾ ζ集 め ダイt´も。 リヽホ1て1午つ ′イカ ′ゝ~｀
`liぅ
につ 1'こ哉 澪ヽ t
itりも.ノtり「4、ノミ平0平面if止ハοルれ このオト5り 心ヾ 膏ヽ 31ビ_し /1とうも。
ノp〕ロト1ょキ■1暑:考■六ヽ し こ
θ(υ)=|=(U)ク青)1だt〔ι([ノ)ゝ ((.1′7)
た,路―先.ぴめ~どれわ これ も。 こdrことJ(U)|よ4匂f卜にハt,ごll‐ tr'■
6。 ノ1勿¢1卜2〕ゝ 理Iし lL■`了牡つ 七:メtiふt
A。戸(υ)A~1″ι+5-千達/1(げ)|
と IIう。 t)■/ψlは'卜
θ,、|,P(U)rこら も 1え毎たヽヽ ,｀1)κυ つ、∫ tLI、lЦi t均~
l119 う ち 'な専lltと_θ it'も 庁l と '■'ら｀ 壮り1よ ＼  ヽ孤ュl‐ヽ つ、ヤ′M〔×)にit 二ゝlン
3‐ 色。 こ の と さ 究:_、i此i(ゝMO()へ、つたlit■il住ノこ)17C'こ、''t1´)(1.1のノ
(1{3)乙‐えヽ ヒキこうこりとこくヤに1博〕りi戌シ｀、 1■年鳳の」占オ4乞_′上 ご'も。








4勾イト′こ Jミ う 1・/24a′lρ″´のいヽ「lη針 1.ιげよ
14
こ こにPにあltすも光 の ぬ 協 ¨
―























であ Ъ. るだ しX《み と1■九_した。 MoOに集ま る告´戌え】うし、'ま
(1.{8)ヒ4等■全 島にゎ らってキ、ィテして        た
WⅨ)=fLA。早鴇キα%l_″方+5-4FtιJこげり十PMb〕ιυ (1,.2θ)
と41b t これ に (r.イ9)■´べ λ し、 ェ弦遂りt実夕ヽ りPMl■夏Ltt1/_白勺
rこ 
“
パ_´夕 と置l、♪―ど斗貴巧テっタトヘ出 し、 ま /トリス嗚弘り上Lの」卜とム ぇ
るうヽ ご ハ■転 ふ 奄ヽ3え.´枚 (´耳tttt iよ名略Pし て           ‐













写す Ъ こ とに いつ て フ“
潔好の 1コ■■4禁の象 r喝とイi黙ヽ ぺ 夫t■ζ。
こイ` 1)|ミ示 したつミま た穏
‐t颯ヽ )、 {4勾俗 Oaの■■・苦え■ォ饗姦ザた わ し






とな り、働幼に角″し回キ町イ象t拗督の フー リ■ ■接ρ 彰 Z´・与 え
∫1にb。 (1.2θ〕りχ 応 回キけ砲 σ)'暮硬讀~ご'ちЪ とリミに フーヽ り ■■
換 つ為味 うヽ∫物でヽ の持 っ~と )ヽЪ餐雨lit藤貞文■
りち り、l■lスコさ一
牧 し ■ t,ぅ。
、わ′地 颯 ろtχ′を Ъ紅 世 代 ち れ 1ボD卿四 %2つ lコTI九.l卜て=χ′




      〔ィ=47)









け |■凹栞 面 上 に イれに ち た り1～博θθ本 くダ t)の飢 合 で箕唱 l亀
に 平行 為｀ Aヽ暗 つ線 、ち Ь りヽ1専〕葺 ■■ っ い )るtのだ分 九年 ワ
用 九 に 分散 薔、と し■ 1■1)g仁7さス 。.分地 年 リン分野 にち11)了
□ tF「碁 む i■母―硼 あ b りヽ1′よ咄葺[lTllろどヽ rミ分類 ミ れ も ボ 、冬亀 ヽ
与 上 つ 学ァ咋 と し て 回 ■軒ゼ蓼子 を を た た ■号 行 、 白ミ員 の 像 ■ ヽ ゃ Z
'ヽ て 、4さ ‐F_I亀型L(及■■)‐するりな'風の1■711′
ご黒多燿卜■ 6-えヽ 日ヽ 最
格 も―と、 飛私興ゝ ミ し ヽ
'こ
確,1だのデ峰■ ・ヽっZりて 、 .たュ〕たり′QttSに■多
磐 と 与 え る査 朴 苓 子´ ′ご奇 類 す Ъ こ とる(ピヽ も。 回薔 容春子 ■ ■
刻 た に入魂寸 う壻計き、o「ぢうヽ り方裁 ‐ぜ‐い糾サ上に格 七を作 ダ41
1夕わしヽプ弓」な t)巧ヾ、 ヵ溜蒻23タリク%で各官ギ料 .lご被 栞ゝk‐すること 1ま
非 常 に寄、颯 ボ
`ヽ
るヽ り、 央蔭 6句41為ハ ‐そ・l■■ 1)。 格 子作 戌為ニ
と して 1さ 、試村 上 rミ扇九稽 州「ヒ贅尋 し■等■6つに棒 卜ヽ≧転 等
す る為 畿 ポib簡―t―プ
あ Ъ 。  した るごつ ~乙ノトカテ
免:プ1ホ平・砲 の日ヽ 嗜格 子
とイ九哄す Ьこと と し、
こキしに‐Dlり ■コR″弘う。
オ (.3図にネ した よ
う41平面 のさF~l雨普キトト「と
考 た、格 子.像つち 氣 と
日 前 格 子 (ι嘲 餞 滋
“ 商














ツ 軌 に平行 く世 く。 次つ 10■村 朴 キ つ蝸 褻 の亀地 ■分 布 ボ ■錢
1だに交イ咤可 も とす れ l‐ぎ、κ軸 ′ミ平資 な,崎‐硫 、′も、た tずAAつミ
翌塾キイテ尋 ,よ針1。キ鳳(ι)のようて・らも。tゝ よミこだ
:fTダ。｀つ4
咀 、うヽた 1ポ回 可rl~層←子´ |ミ 不 Eヨー 4'奇tうミオQえ6｀な´ス と さ l ■ つ
蜻 面のこ4靖計分や lざキ 1・+Ц
“
にゝネ しヽ ごとく各奇奇 jOよ、








て為 たもことパ ご´′tЪ: したパ つてミ^東
らゴ書´含つ膚い夜裏災と




力頑シミ1意特蔭ヽ 薦ゝ致智lと｀ う。 これ によれ tご■んだ′|ヨttl‐略 卜lよ
ら苅、iらア「
によ ぅ■f■イビすも牲おいミう夏数 ヒぶぃ る収 聾 ど'ちも。
しためぜ)ztとつ札黙略 もつ更,:ミ手分 布 を電雨いむ存′事拠と■ と
為え Ъと 、モ_んだ ЦIけ」碁 卜 ふヽ生Q亀〕k橿資訳 ■ う |りヽ ハゼ 地 ぜ
イ8




気 の ン1.Ъ皿 つ よ うに 、朴 も―蠣につヽヘ ポ サ卑虫lミ平イミ|こ也‐るヽ
れ ‐ )ヽЪ警各十咄瀑 ∂cの口ヽ 1地格 与つ ふヽfbi堡Lもヽ 今神 ∫(κ′ソ)は




′■ Ъ。綺島λぽ 貸 1.F凪に ミ、tたよう4'




のゴ とく れ｀ も。 ここ |こ こし=2召Zん‐z“ちも。格 子り出奪処■ フ十り■
緊哺実に晨限 した島 合 、々つ名4良つ フー リ‐イ黒棋 とフー リユ、神L本ユ
と必ヾ ム、tiユ郡下ノィ亀、っ名、ゝ久牧 の丁取や亀とイ■不颯t与‐えZ )ヽ葛
をいうヽ 6｀
(1,28)の各ゴ■つ A。ノ八t′ハ2など|いつ 嗅 lfT孝卜き ′ミざ ふ
の 回T'電cの豫 '喝ヒ ネ tZ )｀~こ、マロ亀次 た つ撮 1亀ボ A。′4次た の
をつ瑯ごAl′4文た りも のボ /矩4'とりと為iり 、戦影 レ ン ズ｀ ぬ ■L′C
左LC・b。 こ こ ごヽ 安ゴ葺多 レ ン だ ′ミ 1´ざム 友 地 二 り も ヽ 次 つ |ミI青九 亀








と4・ る。 した るぜっ こ LL
たヽつ嬌計〔ヽ¨ JDうと ど'日:ミ111
格 き きヽ、す ヽl｀て(1.30)






















と う も｀ 。
譴L 嗜´ 黒 |さち t,~も商ミ切え数 変増ヽ つ島 ′やつi交‐郁ミ波名らの 1ょ









こ こ―ご 坤´1..61m lミ
'ぃ
した
こりとく 、口寸 橘「ヽ 1二 ら点′
P(“′′高)`ぜイゃミ に よ t)
P(“´1ル)■ご1を(■_した と~す
も。 こ ミ 1こ ハ
“
(ι衡´ υb)お.よ
ゲJS,に´′ぁ)|さ各 々 た為 負
あ1ざ グ Q力ヽ 1■つ・■●■'試今
Z゛、えιCめ′つ ~為tよ び)えサィ乙′つ
|ホ 孜キ■LI児つ く■つラ私穏 ギノ
(“′つ つこ1誉たとして 漱わ し


























ち f。ム、~ケ豫わらそつ聰ドトミ と豊 へた●ゝ のLJミ分と






"格 もつ イ襲1■l Jl_1ン何 び`ゝヶテョ濱 ゼ 九つ3■発を分り とし乙率狂Цつ イ‐t
は・、~す.■キ,ち42)ヽ~ぢオιlギ1、 宅つ種.イと/予をケい  ヽこ とるこ2り■ も。
1ゝ/t~ド
“










―ご与´ え 6｀ノに 、 破1イヽ _と
ハ(“)=磁んれ 磁 め












と■b. ここに負 =―` ぬ物 で、運L億薫ゼ 1よR北誉た変¬喝ヽ 査たと
呵ギ 々‐こいも■ つプち ろ.ミこブ'ウ鶴囃 lよ4は冬/tの回Tけ朴
卜′むつ りヽて実_事デ て、)Ъ
"`ヽ




:た■ 1■ド.rt′停ぃ たtゥ乙・1らり、■た こ{./1‐)より垂、ll′C rtでぅぃ′
二ヽ ↓()ていもあ も。 (1,メ|ユ)に■)り 4ャ lょ門I≒導ば '1lЬり、あ卜こ"Z )ヽ|よ
1)Pヤ■Lの~ヾ` ノ マ´:レ 、ヽ 1,,しごめЪ。 ({.・l‐θ〕のごとく「ヽ、i′ヒせたI資ハ こ. )´
け 飛 い11■
｀
格 6-だよ "て■ ツ L´ >ぞ 上_に性 げ る 7挽` ひ耐 Jゝル々 の 〔`ヽ
■ i叙1ぶ(1.40)のスヾ17} 1ヽレ こⅢち り、(1.■.ι)より
“0〔χり=ニユAoJOり十ハ|ば三∫1°瞥)15・(眈十1だ易一え)+5(“え´IP■焼「は ):
(1.・イトも:)
と碑 も。 こ こ {こ ち |ぎ ァ｀υ(レタ 1ユl敬こ~らも。 この ((.斗3)■lレl′さ事二
わ t7ミ;`つポ
"(.71ン
1ご'あも。で、lЦ:贅、寺…り 1)メやに 1ぷ 、 ン(rrpス
´ヾ'71 1ヽレ |よ―θc,θ′のしのイ■.AノC=乳わキtもうく、 | ぃ｀1■1魔セIヽと i〕
|ナん τ路 ―も¨ り ■髪ン奮 ′ミ |よ 、 WttL'1忙σ)溝卜 1■J枚ウ i殊Щ Iン赳 事 よゞ うど生 ピ
るこ と、りぜち 」ヽ も。 ~3・4わら一千万t i´ら'卜び}1 ガ【つ1穐1人 ヾ ッ トIレで`
うる こJ麒心 沖 」り 1111■′1彙lよ、 、)キーンゆ もコ・―ス トと:苺、1｀.「′れ 、ハ
ぶ リミ 氏・5ζく ち よ うに な も。
正
:
―ω ci ω c ず―ωc-2ω慎 ―ω`+2ω籠 ωo…2 ωtt  ωc+2o4
キイ.7凹  α花イ枕αtt α2れ
“
4`i■i引青ヽミ|に■り|さ、゛t ttl■ユ Lヽ り｀1).t
























































































































































































1,1l θ(χ〕=八は,十ん8('こ)とし、 キ {=′7●1にミ、した ような 貸無入ヾ
:ノ |ヽ|レつ けJiや、 y〔キてう 1)・人 ヾ ブ |｀ lレ リ |ミ〕れ苺tCリネヽ t卜tヒ(χf′つ














〕ボ九数 等 を含 よ砲 〕ヽ史蓬l導[でぁれ ば
A(χ〕=θ(χ)プ‐あ)て
I(″)二吾■θ(力)θ`為)●囃(鶏―χめ″













(1・ ケ θ )
(1.D「1)
(1.ケ2)
と4卜 Ь。 "1.″7ЩIミ 項工tハスーヾ フト1レ !ざ χ=θ′こ隠 してす、熱賓、、
すなわち Q´進l枚であ Ъるヽ J(イ・51)つ,1項と絆 2_t■とl・■鴬‐じ
こ、 ■
^匂
)ЪI嗅と熟>4‐1褒ふダ 1本4冬年■■9 f´象葛ギ生 C'もろご、幕 さ
染■tよ:職ご迷´,たとを え、~Z )ヽbうヽ∫そつイ彙1■すヾ 色ふとし為 4｀マよ1).
し,冬 ぢごっ こ¨(1.5()lよ   '
I(ば)=為肇。(ズイ)θ`邊)ご``は,―・ス1)“
′
とた えイιtギ'‐ヤ今 マゴち も.
)ヽよ■:影レンズ に ,よのcとtヮ側 革ジ良だt」らしヽ もと⊃ も｀。 こ



















、                   4.53)
と 像 も。 こ こ |ミ ベ1ッ‐tiレ島 棋 のイニ嘆
層‐♂卜竹)砕十の暉∫)=θ
■′ヽ人「八t′ヽ 。 (1・夕3‐)との¨ ると ヽさミうに免咤妨 αktta″
“
rc沐Tヵぅ・も
化 =了 の は■卜,よ'陥ボt/t7れ‐い )ζい ,σ)ご1■きゃ ぶミ 載「ミれ て )｀
i■く 、1「_嘔)′介ヽ ■ヽ 1よ たつユ 及tや∫苺7と に こ軋ぢ t々■り。
.ゴ亀_115壬iイこ)シ t' こ|ヽう4た15にネ風■ 浄へ:友ウイt,」常ミ(と'3'1・8 Cll、こホ し/ミ
4t rLと,、 フ蒔ゝ班槙 旬・ろゝ 場 (′伽c―-2ん2)にょっ 乙■ち れ もf
光ゝ 守‐ヽ と■
=〔
首魚 とのヽ ニャ巧ヽ 5奔´若り｀え trD lョ●詢|ミ 西■してtこつょ
う′ユ iもいIL数^可・イ,へ器ボ jへ1功―どち もと島 4・pれも。 亀1.とで'ミ土―ヾ た
」 とこミ、3ム_(む末 1ミ ち'りSt几ようヽよび'1 ハヽいせた特豫 ~ぴ1丁 /tれイl





l_ミア‐ジ Lノ し7ミ こと もヽ ゴ 、ミ














碗滋堀町 の 日 1ヽす低1に坤ノ、
の よ う rこ
属




とTЪ. ここでつな諷 北 |ミ ろヽ らヽ もえ牧 た |■(4.3δ)のごとく
′た=―″cく0の上ヽtrにつ ,ヽマっく負¬、とるたて、1 3るヽ6｀んKθとす
3. こつとでχ≧χι十か磁 で'χ薇り=θプち もも、6｀ 、 多,ょ九奪撲
の二書入社.置ヒネ しこ、りЪ。~役]多レゝズ にぼQ∴ゾこの/製t帯波 だ
|す製 入Ъとたえマ 〕ヽЪもヽ」 (イ.43)のθαりtキ411■つケ2為ぇ



















とを も。 い喝lく(つ九 合、す なわ ち穐tにょ る‐ミメこ■―■、ポ、 1
1費いもヽ日 島 2｀」噸じit'奪1り■ λ ′こ´4ヽtiすィ■1よ"↑ /ヾ、り~セ |レ遅勁れがこfこ1■人
数 り■｀糧力L]と_■′Cん激_rこ,ギづガ~3・3. したぅくっ こ(1.ヶ6)の4≧ι






とな も. こつ封 つオ 1項rょ′(象砲全′外 ′ミわた Ъ―ク躊.'■'31及ご卜あ
り、 工丁II旬白委リンll Lllt 6Lヽt色1ミ‐、t′ ‐ 1｀ も。 卦'2■1‐きヽヽ f■,拠
跡し軌 ι
“
妨 ん とす｀ ラ・ャした 31,亀ラ)小L鷲ミわ し とい もっ t_ハボっ
て (イ.54)ヽぴ舌ヽ‐これ も よ う 奪 ジL些|ラじt■√劾励 々 解しσ)口IF「1ぬ,ここ呻λ
し こミ´ン21_Llプく貸訃t‐。t北バ され 、1こ´分 守 1よ 咀 itfl・i卜・Ь一つ′f多、n上´はた、
つ 蛍年及 な´「りと して帆 減ヽ、現 たヽ さⅢ る .
ミ.つよ つ |こ な 牛 薫 Iミ補 ′kつ■■ 2行 )｀、 盤 鳴 亀波 数 lミ ヽ す











~こ非た。 ここで1し上逍[つ ように なヾフト !レ砲 ぜbЬ励脇掏″
つ 口 前ニコ !ミ穐 tつ仲 滋 ″ ″ れ 電 ■ 茂 ■Zくい ヽとこ 式
~す
も
こ と と~す Ъ 。 (イ.F6)の花 ≧ ι えゝ上 の 理 L無′親 し■シ 嘗 お ざザ ンl
惚■実り ヽ プЦヒ 〕ゴも し た 化´ つイ多い■為う名み ど｀ 、 ■ の群 坤■1よ次 のキ
えJ卜′さ詢 0~ιえ島禽埼も興ミと ゝ lCミ、T打こ と とす ゝ 9
朗
{.4まとめ
基対 処 で Rりヽ写く 九ヽ 々、■ の鵜 イ象曜、く 2‐つ つも に 葺 り た。
一 つ 1↑イ象 つ 弘 友 奇 神 を物 f争2蜆日ヽ り も 九 つ
“
″レ催″z7■尋 す
″イ物 に ″ 2全bZ、 力に〕癖 l■_lつた 爛 tつ亀 数 と に ■ やミわ し、
花 1よ “これ「
と4η外つミ っマ1)も牲Ц ヽ北数_り曲数 とt■れら し
^。
セ″陶こど Ъ
‐励¨ の口措 1彙喀 フーリエ_■1えリヤレプ 与 えJ
れ 3こと るヽ ∫Th″にんび婉 つ |」栴 itl i志牛り■琴つ スヾ フ トヽ 1レ両 ぜち
り、た坤噛Lに鳥 九飛 L悩い'為名 合 、颯寺り｀面 上 りた楓 χ子 と 資
の 国■L苺気と 1■ミ に く― 至文_~3‐も こ とおt 確´ わ ξメれた 。
次 ′ミ物・件と し・■回前略
=‐
と為え、最鋳 黒 とり、 たう、ゴた象
し7ミホ彙 、々 ミに よ り■.んだ′□前マト3‐「よ、
`と
の格いも燕 ′こミ
1ヽ恐断 面tたた もと、規熱格 も―を報上うよと し、 ■つFl‐L 気ヽ
の■.ズ奇 ■:■■ 報、と こマ牲「へ1や良数なメ t槙て い ヽとたえ ■
よ tメ どとるいヽよるヽ と為・1.パ.
こオτさ= D■市、所児Lイ宜゛ 亀
~す
4てば′金=奇',こ興ミЬ ご とる1-どで 3もせ、
こ り よ ヽ プ
′1よも議↓ギ十■
リー吝ぅる 山 莉 書格rきゆ イ色屯ltl′゛ さヽ 肇 モデ勁争 ≧聴 ミ世、リ
彗こと1よザtり )｀。 ィ賃颯 1■迪● 黒 iさお ,ヽて|ミ報m■ 吉qi麦り
イ軍¨きヤごけい)∫キι~■ )ヽも lミぎた牧‐午雪ム路 とl苗ミじ'イト|ヽ■~ぢ ふょぅに
ス フヾト1レ理]ぜ仲んルι″物七『■・札tぽぶガ哺‐4-tきと~ミぅ
為 2_なパ 取 これ る 。
期
第λ章 ■ 2つけた 回栴 格 寺
ガヽ 5つ■ づ夜 当
た カ ミ2慢専ミ戒 としてRり酬共安〕民2う1す71回■柊 キヽヽご試
申 彙砲 L´Iミ玉分 今 ≧猥l当す ゝ、す なわち役青A~すЪ′Ol‐3凰ギ,魯
もつ ス ペ フ ト 'レ 砲 て
′ち も     の凰苅 面 に派 喝 ミ 理
「
¥るミ直





tごよl,ことと ξl・3てメ雌 ―ヾ 飛. しらヽ し賛竜書、切曳、と・響暮ざキt^イ彙為
.Lっ讀、考し分石)とつヽ 々 1ざ4'た的 プち り、 え藤 |ヽ為ミ 漱、ウン 磐
rこ ょってゃ 、スってく‐ゝ。本な τ'1ざ7町■■ っシ鶴などした虜r
し て´暮■氏山′ミ埋 論 的 ネえ｀ ヽL alJた、 1難島負熱 尋、と ゝ
'ミ
ム 贅ぎす も .ま
た■・ダ
`ミ
九 惚狸たスタトつも つL囁 ,ヽハ奪・コミヽ 当 lCつりても 信、位
な奉た式 を学 え、 そ十tム｀冬4■]■‐ヽ 畿 ′。つ l,~マゥ特囃たt ttL」出方 も.
史南、つ以、え た 毎要、はな未 と_し て楽れた瀑 Ll興r)も。 こつ ょぅ
1ミ黒 光、ラミヒ1彎｀' 3こと′ミょ り 、 回下「a落む l■.1黒以L,公、ジュ僣ミ1ミ lT Iな
とん ど     に出 。ざtれ、像九漁 ′ミ七 ミ■ 碁崎 範 20 ■ヽ
1ミ 為 た も さとぶ.―ぜ` ミ 、理や前的取 ■ tノ ト｀ース る とな 、 て知 専ゝ轟し
さ 4-LЪ. Iハこれ よ り二求λ ヵ 々 に ょ3玉っ瓢 t tpヽ■■と奪
も。§ユ。1-乙い(本史醜コミ|卜)も理たえ等及つた竹黎ミつも色■■




遅ヽ たなや栞つたキキミつ唖土 はオ呵.1図つ九蠣、L九軸 上′ミ
Ъ Ъ森_九ス lミ置ミ換 えたもつて]、 実蹂 |ミ 1‡■そ筆灯だ′颯むヽミ薇
もスリッ トLヘリス。tの百L貴阻応女λ.11コrミミ t■とお｀ り
マダ、
")噂
ネ軍鬼飛 るヽ 6｀ 出ヽイ= つヽた鼻 わせ、口前驀 きと主4した
後 、lIOl前格 子つイ象喬で あ るスクリー ンLtミミ葛 もとて、資ク
























々 ι.4図 回 埼 驀 き と 夙 り た こ梨 え りためつ光 ゃ 黎 ■ つ巴L置
(の ち うイ■妻もつ 光霜tとくざtよう ′こめ碑血{こ 平イミみ 平ヽ 遷b
で'核い た 対 砲 (
34
力2.2図 親ヽ え業 量
ムι:水諭降Jtt   F:」集九レンズ
:島
1′島ιぢざグ｀千歩 フイ:レター
S:児〕凛 スリ・ット  Gおよび'しメ ヨンデ'ンサーレンだ'
Q:封村  M:マ入7 ム:報影ル ンだ  SC:カメン率
てお り、巴 lミ 噂 ■つ 二qヒふ した 。ォ2.1風にすい'7像_萄‐L
の‐ 鳴 分 神 l■ (1・鶴 )はふ に^ゴ
とく物 奪 つ 再酬 が 弓 π 口枠 僕
リフー リ■交換 ザ与えダれ 、フー リ■交換 '■     颯む iミ格
与 す も うヽ∫ 、物 体 に よ Ъ     島 前司襲 つ 餞幽 瘤 %a tt T
イ襲とを たЪミとぶ プミ Ъ.こつ斃宋 ろヽ ダキ2・1'コつ九 準琴いよ
再回tケた牛薫 ち もり l‐Fミt島警 な与■ とくキ1ざ′れ て 'ヽも、
え豫 ゲ犠堪ヨ1志キι.2颯つ写襲 |ミ ミヽ したもつ t'、燕 児潮kと し
‐ttよ嗜 フ9ル′事亀t3につ入りヽット■'ヽ1'た。 スリッ ト2_11.日ヽ~す
も飛め った瑠tと し■ l古程
‐銚几ふ録 ミ 薫■SHL-100UV Lえt憂¨
翠titt L憂Lして点′ソミし、 レンス゛ L{つ■′甫′よにoκOλソぐ■Lt'ハ.
ユ
した ガぐbzLィ′亀 爬ミti労二ま つた るやりつ1縫J■ ザ |百 ゞ:手竹ミ九碧ヱ"




ら 'ヽ■4iピも■人九k走、)、 ヵμ ″ μ後蒻η の構 壕‐・・ミたさt
魯たちに平イ¥先にサヽ ℃【tた九ギ囃■t枚て )ヽも隻卜■4ヽm~宝ミ レ
ゝ´ズl■.Iλヽり 、 ■キtぞれ ∫ィ=ユ′rJ/″%′ ∫L=3θθ″  っ tヽ、量フトロ書住
ウ ι つ ■/伊ヽl'ttアЪqれり燿シκη乞ノL9`塑ンし い虫]詢｀ 詭 に 置 わ 技ヽ ~こぃ も 一て ス フ
「市
"良
微 ●Lけヽ メカ =・力 lレステー,_ll Lポごヽ t ■ゃヶ勤 し、 気のコRベイ■
1螢lワI 確´ヒ卵ヽ した 。 イヒ影 レ〕´え'1志物 谷´‐づヽ ゞ饗I型豪t■く 葛光` ,文
乞
`民
入 し、イ夢よヽ リイ■性 あ'よ びてヽキ ヒんL年ヽ )ふ Zミめ lC撻塾うヽセ‐
)ヽ3tつてrbり、■/、ゃ′晩 18θ″ 、睛 《)_っゎ 7スヵ
メ レ11つレンズl塵.哄tノ 71aマス ク 駐ミ亀 した たバ す ―ヾ z■っ
任 つ・ン′二ヽ る弯 ∫ tざ]ズ1ダ'じ も て 人ク と ―`芥「させユくめど専 |よを 1,
づギ、 九1疫つ iL′性 つプミリ Q讐」軋て ス7っ這K■lC世tタ ヘ 。 ス ク リ
ーニつ f´il世ヽこtt パ々 フ不やヽ 2悩ぃノて、■の フア/f)夕"¨-2へヽ
t 4名勉没1ケもとリミ(釧妻Jいヽ こ全軍:洛として旬Liミフ/f(レ負 ヒ1ヽり、
イパ‐ri tttた1■Fすノ2言き針にした。
こ さ ど ス リ フヽト 1_ミL Lllもし~ι り ζ etギミwL9 ω4クフ%cマ/ミ ンーリ て
'L
ノ_ふ″ 鶴t金に疋Hc Jミ , こ づゃん′く「颯 ワ レ ン ズ'と21■―巧ミ ′こit●ヽ―せJt
も` L左´ 出 た 光 う´t′に栞 文:だ′う 技 1ボ牡 つへ1り |こ 1■C'たヽ ミ 、予り、
11、Fl_‐j):小t_彎1)ι72動θη7ノケえ ′ヽミ瑳l置 ,ヽアドと_ミ と 10もC~ざЪ り、
L■ズ た=しッサ■tt∫ノ左1んと えリットとり皿 有縫菫Rとし、供=g/1ヽ






こ こ プ ほ と ん ど あ屯物物産 rこ 蜆 ロミt枚 も/1豪式 と 1‐よ ωん%にに μ 尻碑
1面4≧θ、88とした。‐凝畳ヮ果■―クヽ=θ.うして′′ =ゞ′7・"″′
日 10-・Cι・1)にイヾ べ す キて1ゴ
ん二θ.6黎｀ (2,4D
と苺 Ъ。 しハボ って    崚■い tヽキtも4現Iべ「よ■卜与 !ミもkく、
九〕尽スリットlよ 1憩とんピれがれい%にc由へむ・ と｀)もとλ
た 乙 l_~)ヽ。
次 ′ここ り 入 ソ ッ トと t八1)た と き 、 1=1輌｀
'「
卜も‐(よ ど'つよ ぅり■
‐こミ修□ヽt煮も らヽ とえ た も. スリッ ト iよ矢■彰 ム








L´(屹′τ生)はへつぬ ″αιヂ之九 面ιlす (1・12)より
緩響 ・平 ―
と覺 も 。 こ こ に M′Nlよ各 々   1
M=毛
こ














τヽ ‐・ぬ tuちもぅヽ ご「 肋 %==f












































ル ′Lt3″わつ光瑠 人ヽりヽットてIミら。ヽ てれ た口■●春 子
の が出お よび:サ‐軸 に■■薔石'崎砲 上 ゥニ点J・R(′f′η ).■(4′・屹)
円りω脇 等・
為籠ふ=ツθ″2%2(2・4)ち1よデ は 、夕)ヘバ 入 しl鷹|■~計算 した も





σ)灘∫.Qノミ (ミ ち Ъ 二 、ミ′問 の 銀 物 望 rミ っ 、り
´
て も 1ミオ象 に 青,等し た
ものポキ↓.Ъ覺のイ貴専珀4αン(ゴ]々一
‐L)のものプち3.イ■itりお′






θ.2r7で'ちもるヽ ∫ 1面ュ|くθ.之1/′‐2(よとん ど ぬ 酬 斃 赫 有l範1■と_為
と れ !ず、
“
珊 1'コq〔こlu t…こ |■ 加盟蝙繊 鱗 直 奪 倶｀亀 咀 |よ △
“
ン ヰ .昇脅 移
‐ぴ市うり、 り尊いるftは戯 ヒ_■ 1ヽバL9‐>3θμ とヽ も‐ ιハ ポ ‐)て、
子′軸 ち rbゝ|こ嗜蝸 StジЬ〔よ|ひ とん ど レι
“
施レグ zげち Ъと為え る こと




車ヨlミ W4ミ■だ「iミもぜt十て'tW 4■lt‐1l lcキ貴″ナ社三l,‐4〈卜住 し こ
1)もとケヽ'tすこともt~どて 、 絆λ.|口よ(み・シ|ミネ t´ ら :ゴとく、、 あЪ
r´t iしリソニ、tt tttよぅに 比軌 |こ iF、イ「L‐′3,lrF:マ、1■1‐どじ′J)ハ曲'「 1ヽり
た 1与マ干、/t‐ ∫Ъム 4・―ツlジこ●31ミTぼ'1., こ も _ぅ薇どヽ4t iょぅに′ヤ)メ■t, リ
~訳ボ)-1き″′うヾ あ るキキ:≒_つイミ2典)薗「鈍′= っい て下盤(IIl i・ttつt｀
l睫,'イエ貰 どうЦ
'li 2づ




■lC_りこよ ′ヽq 竃1.3■・1古―勁よLOヨ|ミえたてき,′専.ヒイt■ 、アミうせ、
ンノに上i ょ D こキtヽざ一
`ウ
ノrLえ快 , マ t)もヽく、 下 ;■ )人下 (つ 光 七ゝい
'ノ
1に




イ史iヽした L03納‐鳩 ‐卜lキ 1ヽ.2で'遅Lべ:ハごとく日、[も格 子で'・ちも。




とt.Ziミつた。 こつ親p虫格 キ 江ポ リカ 末ヽ'キーヽ替ヤl卜 ―ヾス リ
写喫 フイ |レ午 ら も )ヽヽざ常た‐ 1さ 審お し 、1ミ■●キふ=衡磁口゛わ た ,
■―不拒■ 日亀うヽ も…さつR10、光` で'罐薫光.2与.た、 現I象復 4等ゞ薇 た F子
■ フイ ,レ4tちも 1り lI乾″■■臭い静コン供 した。 1弧、すバ各卜 つ よ ぅ「ミ
薦ヽ〕:よJかたつ磨lヽ)もつ |卜鶴ノ覧σ)わず1るヽ ネ 不九,金に よ り こt、 た り
イ室に1さ不劇1曰ヽ と奪 もるヾ 、 こ こ ぴ1ふれの増多鷲 ヒユ駐け ふ ハ め ′ミ鷺 為
鳴 つ銭 自ヽ 2L I丁子行 光、と、しハ 。
Xミら ように 口:綺ギいき■
`手■二 lミ よ レ こ4q性す も'著
/さ1ミ 威
光、気 ミ と し【■tt t薇ふ峰イ午1よ
(1)竹切 肛 ト ぴー あ も ミ と
(2) 1ヽガ牲ノぇ、ガ民静ミで'らもこ と
(3)ミ埠へ !■ノヽ たハつ ιとプ1:取卜え もこと
と｀あ lb。 こキし∫つ未 、´今‐t ihハす モ´つ と.t~て、本シ呼九 ζ夕|ヽく、「恥
'(与
1ヽ■業製 つォ |レソ理 ヨこ・リス
=し
ミ 2へ 'ヽ、 1ミ糠 _、 局甲A
現イ襲´`
ぜ可 能 ざ
′Ъ 3/(L業覗J多ご歳トコ=1デー l卜 リソに ょ1)て辞きftt■
竹き, ハ . 亀 夕ヽ飛 コ ‐¨ り 人 オ |レソ ン4 ′レヘ つ 1時ノ性_ 2｀3ャ2.(1ミrこ
:ご、tた。
ここで′|よ ´ヾ ―ス とt■ボ リカ ー
'ド
、々‐―卜増キ1ホヒ吼 りた。 こ













/ヽ レー シヨンテもJ二聴覧rrJノミミ 6μ
縮イLつ写真 フイ|レ∠ヽ べ1-人としてリユ 囁発 ヽ 十ててい う しり
~ι"ら










Ⅲ奄‐技 アミパ.tθ.助′多イレ~メも｀よ グ｀ 3.θ`花′″zの
ポ リカ ンーばネ ‐トーヾ'一人 の 」■tり人■ 1レソア′1.′レ亀 およ び卑2オ■ 21)ヽ
1ヽた。さ ∫′C■く1)ヵ―iボキ ー トlよ力 '3●3/ミしてtの増ミヽ嵩|ミ く、ら
1ヾてるや4■t4■弐らせずおく、響卜lrt ilヽゝ り鷲 うん ■イけ脅 とヽ 1た.ど'さ
もつ ♂:千‐1た野ミにitt t~こ｀1も. tゥ/Ft r貞|ぶ 3ヽ.と1)1坪も.11れに
百とし 75.                           、
こつ よ う 1ご t颯・下「I‐3‐■ ■iれ仙 にlry'した 写.彙~フバ 1レ^Lム
ヽ
ι。イ1-1鳳に■、した ド biご‐メロトも-1寺ヽつ 為■12″オ貪象ウフ玉イ、と ―快 さ tli
て唱1亀■.(こ各九 t´ ―こど t、 。こつ朴 も―■´上,ブヽ うヽよつ｀ことしヽ、ゃ′
'象
ル」へにあるよう(ミ 4学良康影 )れ1ご、「雌ヤノもr● ′ゝこ、こti ヘヽ
つ=止お多・11にろミイ寺、ダキt、 1駐昇多さキ■た不卜も一つラ略ざbギξl刊ヽ lよ lit′湾1つ鷲ち|)



















前格 子とえ た 、ハ 足 九
年二 つ竜式ネ考薇 置 にセ く。




生 げb九濠_のべ 猥 変イも



























■2つぺ 置 よ りも育 れ゛ ヽガヾ 、
レンズ っ守/ヾ 芝ミ Ъ九にヽ し
て■つ■ぬ使ぇィことォ2.ιえ
にヽ した 。 これ よD諄地衰=九年





た し ハ 氏崎ξ宅卜2ヽぅ ~乙 1ヽゝ可愛「 議ヽ
















本 史島えで'、 こ枚 tI―⊃ っ洲 え望 九 ≧与 えて ヽヽ Ъポ 、公 |ミヘ ■
と手す う 史駐 ぜ 1志、既 外 の■入九砲 るヽ 6｀ネヾ ミ ミ徒 ぅ ことモヽ 熊｀
プあ る。
キ2.4阻つよぅに写真■シす ることlミ よって、ゞれらヽお




とす薇 tずめでlの不トト颯曝 え tト
ん=あガ1-″       `
とな も。 したバっz燿嗅 1■)■奄短θ lふ
の二券手ぅ繭≒戸
Zり■)も。 (1.33)と(2.7)とをヽ 式 し
π (“)=A―許
(2.7)
乙■竜ミ北 ヒ 1武め ると
(2.3)
とな る。 ここ(こ A′ら{さえ数 ざあ り、 13>θず 7うる。
特 つ 史酵湖1プtよ、1議と して半御 3-おょゲ 367-
“
の も の ■ 1乳 )ヽた「ミ¬支幡矢贅_′1(1のプヒさ )ヽ:しつ と ハ :ヽミ ヽ,(″り と、の ・■
■ヽψ絆)‐―ごあ ち。 半径 73″ルの ILヽ情、と ,■ ,ヽ冬´ 式ヽボ}ミ 可セ′ 3σ7′ん′η′り
1:引↑省、と | 、ヽり 六it つ た 1■と嘔む・
=こ
.夕 も。 ‐「 /_′可kのフこ■ ミヒ ナt肝)も部歌ヽ
影 範 1コH‖/と1髪小「モF此寺史|ミ ヽ ~す る■ 言＼シ1_の僣ぃた金た■ 礎力り 離ご
t
■ 以=2.3事ヒに1よに^.
1]Tr「4卜も―に 1キ‐壁2●1り_た・浮 やヽ卜σフイF'裁|ミ 弓亀 し ■_lぶ亀3・11こ‐13ヽ
夕ヽ~■ ■1-ヾ事ろぐ、ヽ 導―lC哉」邑ヽ ・Ll t~いlr Jこσ)と■ちりで'サつも。 現、曳ヽ デ略
う‐■_ヽ写ヽ しアiネ°リカ 「ー▼Чキー ト ヾl―ス、1/24づ_■フ.11ドハ}っい )t:'碑亀4曳
五住つ^∫
ぬよう|ミ jliれ蚤字、所 :t¨う1もに戌し し、tウス■.母th_‐
た 力4え/■。 人 |ごや ヽ ボ タ)つ4名―十バ彙_こ Й"4ル勿々 脅//コ%d tヽ、 上
吉亀つレンだて"1/3.3イむ|ミ′手員i晒kツtハtのフ f´lレ/―Aとえばまっさベ
卵十と.t_て颯い、フ4.|レヘウノ■なっ千嘲― |ミ よЬ影電 2取除く
ために燿_うt~こ繁ytiこ伐 ・l~さとヽ うタコミLとる。
々ユ.131凝 〕子■)たつ駐へヽ「 総ヽ 、ヽイミヽ すもl苫t'■'旗■1勁












11.3にFplりて九 年 桃 りも も 摯 ふヽ あ る― た つ 句 已Lとも 、 て ■
イCし て TD｀り 、 /tつイ違りよ蝸 ,f/_人て"ない こ と え颯七にィえた し てきャ:阜
L公)た。 し るヽ し熟32.6嘔1に基、に 漆 こЧと く く の 句 百碁づ《乳卜肇た
プ ち Ъ 不 ヱ聰L日｀ な マ ス ク tジちえ じれ 、 ミ掟 !ょ裡い )解嵐 一ん物 メι2
埼―ンガ与レ"″ι「ν幽 ヂ″れ とし・ ケ“
Fl とヽ¨3‐ も。ウミ藤的|ユ |よこイtiょ
すイ ア■_ッ ,.Vプちって、九冬
状 の よ .う |こ 代 に ■つ筆作 1■ダ
1,て'なく繕、導-1こ4子も｀41るt― っ
ずあ り 、オt々′)、燿′~こV不∫「ヽ で′ら





ヽ1.も…ど為えア、とも｀ り1■■多レ )′ズ に 1志ωcと資つ/(見t挙う:に、あヾ 入ヽ も




とlヽ tVと~すも。 、〉ま χンωc十ヶ現 のス 'ヽフ ト′レ■■4燎くようlミ












―cう。 したるミ!っ て興下「 面直イ■つ た灌_つゴ機it聰鴇ュtよミ
牧 1´ネ牧 は ちヽ として
θ復)んの=二f砕餞∫)5(attPaπ―χ) (.2.イθ〕
と奪 も9イ筆♂融上_の錢 た分 Ⅲ IIこれ と (1.駐と)のθ(χ)|ンfヾか、して
・





とう り｀、 ・■詳 jヽ友す み:わう こ の 分´′千聯 心れω略″携
“
に 八 λrしハ
4‐1の基ント■た(Цり ■`i尋も こと こ｀ご′ミ も。 こ枚 よ りく■■ヽ イtミ戌
tキと、■のイン41よ九つメ、九′分う と し こ■tわれ もことがわうヽ .ゝ
花≧↓のI良こりあЪミュさヽ 女ヽlよく榎nミIれ_■■さミシ■りЩり おヤム麦
イ(L~F寸ヽパ 、 ミれ 市｀」ミ和へヽ 嘗た″2古=―質ためル、仁ぢ弓｀キフら■_つオ■及
とす′イ7■ヽッジ〕と世くイエ置 をによ う■ハ為 工_長Ь.、このお1磐t
ヽ べ'るため rこ・4■ミ ミ4‐t鳥IЦし'■力ヽ｀皮
R すヽ もキ欠ノ■とK蕊%
′α′憾れCIF科)ご
′)わし、枚 可ミさいヽ 2竹,~こナ も 。 Kattι′戯ズぃゎ





員2″え十・・・―      (2.12)






































やλ,7図 雀L〕■さキ1疼Щ形 り キ2.8出 で覧竜ヽ ご十こた 山■多の
_lントラス ト





馬・(、4,い)bことポわ やヽ もり また す｀イフエヽンプ リ心″ごi■lミ′さ暖ヽ
し 41「多ボ 大・な ゝヽ _、 ゞ 4｀わ らすイアT_リゴ ボ11¥、1■ぃはf生ヽ 1■乃 も
栽 t′史ノIlよ:t′く4り、午キ′.・ トン|び1い`)`員`キあせ島 い )。 一ち、
(2.、11)4:'直うれ.パ又:な〉〔 ´fき  ヽ′:械
") (l'そ






彊 Jl´トレストとtとお 2_るt l■tり く ,1 ltll1/P"∫と″rご贅〔ノt馨 ざ｀れ´ も
1バ事1/η∫ら｀よびlル′゛
'｀
 ヽてやたイlミキ|｀11とイflっ ノミ争h丼:度 斗'.2_.811ハlき
'(、
t ハ。 )●2.ピ!なに r■blヽ)4~り 1フエ…リジξ ″==θい｀い■にlXlヽ1^■1,
半コレトスト1よい確た嗜―1鶯■,ごtいや、υ―{"噂





































しレンθの征 f≧ヽや 入社 ミL神動 したtiおtt下つ班L合1ざλ い ).
以上 よ」図彰 っ々 `社及 と ユントラストつ碗お ヒ共 lミえ たた葛
4き、 すイフエツプ 1志 み=θb卜｀′1■
「
―~-1の住 堪コご壽芍 ものあミ‐亀
t) 'ヽ ことボニミ竜欲ミれ も。
,= r´とした葛 ノ合、 ■「 懇式つち だ≧銭シウ スヾ クト1レヒ邸ξl末 ′ヽる高
合 、そ,=~2′~J′―′θ′こすヽ して C2・イ1)の試曖p昨と ■ヽ等 し、え満
対 疼 ブ`あもるヽ ざZQttlだけ 駐抽 リハ も つば れれ ぞ夜 針 ユ.?興
(4め′静),(C)プちb.ヵユ.,図′‡賞"2・7図の 多=―rっ貯 |ミノこ宇ぃ ,て
角 -4,~夕′~アρり颯左う ‐今 ヒ崎 り■ もつ は総 も し、賛tiミよ
b■年 が入 で 可島合 い「F 1ヽミ'友つた わ ′こ基キ 図形 ボ ■七 こ■
)ヽЪ 。 と>θり訃奇 て'1=騨Ц;受つ商 もtJをごイに、伸 僻事や。ゝ ダ 八矛宅





上 に工べ'た電秦翁的為無 と璃め 3^り′こ行 つたえ験 朴彙Rス
下 rヽふす 。資っ―C、と にて lθオブ″4いヽミ略 与■熟 写 にたぇ、
山2″花 のポリカー ボ`ネートフイ1レ負t'0れX3θ″ のい ぅ′こ切断
レ、化つ学夫 ′ミ直径二θ″%のi■Sしk姿った。不答き案れつ葛市・、{さつだ




















オ2.10颯 もl集りじミ‐■■ ケ´いえ.ゞ枚 た,■気 ≧ヘ
の′(象_。



























uリ ナノfプ■ップ江D〃切ん´イ2々りⅢl l.I It_lfミギ守へに こ
















オ2.ff図 ―碑4`1弾_り布や駐=クコた5れた'卜■ユゥト・1 1tJ耐1｀■:こ 1ら'l′
‐も
えたi`53fつうミιめ。ハ1 5tlもヽ∫|メ方｀iht岩ヒ冬、ヤ´りとしにつイぬ_こ 1 と した。
たり 」lFと‐101]に)1よ｀・tjたヽ 撃ル ′ゝ4:|ミ′ヽ_もι
`た
1とtケ1製ヽ革ユ|につ スrヾ 7
卜1レ■千デヾ‐て1亀Lt /bk_■1、さイキごキモi本 ιr/pご」、 でミlミ よ う i■い`.lよ
創り]t‐甘十(■ ,ヽ。 lPユ.lθ 171 6み)|1晟´レ%/Zレ4レ,7′レィぅの回口い「11」に方|フ■ψノギ
■_1市外、 し ~4ス1≧a,cレウ ラく ´ヾ ′フ ト |レ
'Ik iホ
ヽ)ム と ヽ 1さ 4等ゞ 十一(/ IヽII
fF.ご′■)も。 こミ′。(a= l´ょ試1ギ)イ'1・すヽツイ。F皮祇 とた ユ_た。
こ の よ つ′■'{11Lヽ下:τ硬ゝ~す も 平場誠_に (/ζ).Ъもt夕iり ´ヽ セヽ 2 ●〕_■ /′s
瑞]や、・イ1為力|■ |工、ゝ 、3fつ≒ふ、ご′ドヽご `/′λ4i・3〆 こ
Чち ら。1ヾリカーホ、｀ム‐ト
ウトヽlh′D弾′1年醒リデrfり´1よ卑ち3K群‐/“ノ″ムご′おもo、1)、 ウロ_1_/11.1■り/″″
ウ :¬‐t・1)■フ 7評Vギ||∫/て ゥ 塗/佗け、|ミ 十った ,761′卜:t lliR多つ キ‐2
FF t°こ ヽヽ る と_′:≒卜/_ダitもt ヽ,よう卑ポL isりヽ3｀ TI言縞●シぬ 告 )´巧｀ こ
iギめ 、ポ 1リ カ ボリ{ヽ ―卜i構t囃ヽ つ不う
'ソ







したまォ4.10聰ゥ1私V//で裁よ るモー え つとこ ち!卜崎ι.11ぬヴ苺.
■ぬ碧、つLとよく―致 して‐らiり 、ミ〆え及 よ―く喉~議`せミ成ミ薇
【季.つ:今や ぺ九り出た=浄● とし
~こ ■列Lご′tζミとボら うヽ もぃ





ヒ~す.―ヾ`・■壌Lt と｀｀ 1ミ冬黙ダれ た‐t―つ ざキ2_(θ撻こに)と1■、げく―
燕 る・・ 'ミるヽ もヽ
‐ι"■■亀りυ゛基 メく ■トドノ人いヽ■/上げ■い //~it、l. こ
掟 ′せ及 tて
'幽
″%曜 ウ 巨ヽV「駐llミサイフエッジ と櫓 入 t‐こχ≧Q
つ 人´ヾ クト1レt¬工おい '' とヽ ミ |ミlよ 、 たが■と 1ミ
′ヾく、1コ野鷲多ボ札 ジЦさ











αl)χ≧りしリ ス・ヾ ク ト 1レL
サイフ■_ンプ マヴ葛、1素1)為
島 /き。













-0.イ  θ O.イ θ、2 α3 θ。4
々λ.13図 すイフエッジミ颯ヽ'て各 び拒不都引斗飛 ワ像 砲上つ義た分琴 .
′ここれ ヒ、ミ亀 九貴 と記鶴して薇 飛光電気 とつ砲栞濠仁 と†萄召た
ヽ した″ηだ
“
り    τ]え全 した。そミ「ダね ハ 九便L九山兵縁」I
ォ2.43図(αンミ所諷冬 で1ネミれ 飛ものプろ も9鳳■多つヽくコ ミlヽ ′ヽ
た写真 フイ|レ角1よttネォバ ンバSZ"Ъづヾ 、イ弘′ミ資つ ゲニマ≧
1として九つ畿たに変嗜さしらも つ と密ι.1もlmに)lマ1ミ韓 ザi
ネ し■・ また 1ミ素 にヽヾ ネ十飛 ワ交¬民寝 ≧(2_8)Ъよヽび:々ム.も漱
′ミ魂トザ t,■キ 2・1も嘔菫(み)1:こグラフ と にて黒 した。 この 1コイミち1
50
、)‐こに=θいヽ11~こ‐張力最{ヽさ■■■なるヾ 見び 々´ 、意ハ κ=θ.イFyt t■"えて
つ弦ゑ_1■島に 督I(吐tい)Ь゛ ミつ他 化、1よ う1)2.11二ヽ
“
)ヽをヽ薇_し





4「て りヽもし,(りと絹議 コ て´もロ
上 (・こ蒸 t /1負.島亀lCおヽ)I P凛
“
性ん汐21'い(う｀ ふ]|ご nl‐ヽ ヘ ミオtr卜す























豊年ヽ Ъ。 こσD(ム.13)とこ↓_16)と いざrこt_て,たたキti′Fl、 1肛Liとうに
の1ヽ〕皮性たとωtと.´、たЪミ21( ぶ゛,てだんてめ+8稔ヽ3よ り｀に九f枚
奇9■力L]たI■ しり■りヽJこすも≧と|ご ■も.ナ′千ソ■‐リド´りりいノヽ
バエ1社と メこ´りttミキ■ダキ( 1,じいつウ11r iたノこL_・ちよびl 」ヽ トレ人いΣつ|サA´囀、
1「 _キ 2・7mЪドび'ゃム.81ハtミ‐もご|エネ t、 ″c4'も平均 11いk牧、
ッゝ .L、り 入 9ヽフト1レ と1■_悔、ミ、のうど母■しユ t〕 為:ム ~ごらもことこ1生
べ´1桑.:卸F2.101颯のウl硫■,1つよりに ■tよ~) てヾイ〔ドび:ず/7'1“ι)フθ
/●・_3よう奪 Jも´む|ミ |よ しと'軟'しつ
ノit貰はχ■颯・Lピ!平Jミリ1ヽうま_‐よ
ぢ1
りもミ」ヽ 求■ヽ て'ちり、トン0をもよう(ミ サイフエッノ ヒ市 民 した
1場合it小与 し、々欠及ボ■卜牛 Iミ 恥くな Ъと共 lミ コニトラストt
島に体下す る。 し茶ポ Dマサイフ■ッヽプ ミ色 職う■・0ムtミ乃・効tt
こ■17_〕ョIミ河k苺鮭つ と こ Ъ 専 で'ミ⊃ ■ く も 凛′、 ボ ・あ Ъ . kつ平 均
保覧功曳Jttt kヽノ■1町ミ覧ヒFlたり1ミジ夜数 と」チζI~ヒ崚ゞ (え.17)でミヽ 1ヽ■■Ъ
:くο4もに狭







急2.3‐てViJr i■塗」●l懲マ スク、~す■、わ /p~すイアエッi」 2 CLタヽル物―
′鴇И残え■´哺´ ♪′ιぶ ―´″"解4ρ レとし‐■け、ヽ)、 1■若亀L lLだヽt應ろく、
ここ こ"l■鼈1.31ミお 'ヽごIボ´
′ヾ人光L、各型たに .I‐ 5イli言乱につ 〕｀(tr





liや′)、 t.た1,/言つ 1彙薔JLり載理し)´iテ1卜」t」■く角むfミ (1,∫ノ7)ピ′ミミこれ
た 。 こ′りヽ こ´ (1.jηリピ|1雪´視itハ(1.56)つ4≧2の]」lごあも為椰F良
つ たう に4■きへ‐ヽイ´した生.計■うに|↓ナl藤`「〕61)とや ヽ1■,てくb.





亀北 Ъり すイフ ミリi_ソ た「ハ 1′




~こ ミケ(1 ご'の と `Dと.16 ビヽ′




Ъ ,■ り |」 急ム 5 ご:Iご_ヾ/3,
投曇多レンだ




















と4:Ъ。 一ち 、イ禁面上 ウ弘・及/箸弯 (′.∫の つコントラスト1志(2_イタ)
でヽtたのと1ミげえ規rc卜って
2二。■0 pヽ‐JPtl“賭)(P―
"(P+1…" (2.20)コ ン トラ ス ト =■理 堅LL■ ―l二一三二 上.三__酵再鴫)(P上が
ι
と電 Ъ。 (2.19)‐およびiは,2θ)噂変ヽ R・指棋竹 ど光や秋 ウ導入徴
置卜によぅてtり個 1甘■イ已・~もいもポ、ηれt=~θ・『 およデ 2ーJミ
つり
て司 等ヽヒ管 、た緯永 2｀賞λ` 4乳10 しヽたoたれ 理苛写可 Ъ嘘 |ミ
か つ く虹 と し て ″堵 =一θ・5~にサや し
~Li志
卜=3′竹 =-2ノCシヽ しt ti
卜=6と進んだ が、こ襴‖丁洗ワ理 由ιこよも。 九年職Lりとこ琴 lさ




ち や2.14巴に ネ した ス´ヾ ツトlレのう ち 、最 大嘲コ高2ミつtけり































た,与」収 こ尋 ハ´、t. と々責lミ_′だヽ
ダ枚 もイ象_i亀,Lのもtた./釘4と
(1.「6)|ミtハバ ン (ミヤ算 t´
ALも つ と′lP■,1り|コイこ
'It_Au
ミつ 曲操 りなんn´ クル轟t―ボ ヽ
:キ2.4・攘_の θ.θ87にオユ斗・( い |も、キ2_4れのちζ九彎破 、2
ハ 'ヽプミ■7計と ナ｀イノLッl」 ■_「λ 'ヽたりら4きの影レぇノα`イ》ぞノ哀rt専交_C_
こ'ナもと 、 光` ′tt姓ユ|ヽ Jヽ^lVミ｀'ネlぶミKaルレι解走鳳
ノウイ重1ぶ、lヽ
もうヽlCべヽごく・、、キナ七にくユliへヽ キ・ 3 ことうヾ キ)らヽ も。/時|ミ /72舌こ■■´
`う
と ユ tふす 1´ノ■均ちソ~ご'θ.3ダ7 こ・1ち)Aもつうtθ.('87 と こ1つ 、 Jヽ
t(弓足貸卜tや■ 3。 tノハ ろ・ )こ■_さ )ヽ変′直 るtr卑.＼t‐1・ も■ =D'■
・









丁 も。 )ストと4強rj「Jぃ 、,1'寿ヽLぢ 魯 ｀ と、1年
{よとん とI′でヽや_ごt〉り、ゴム｀さ りヽ■/ft tノう｀ 4(]ちJ4ヽヽ)t'1)な■15
ノな fミ｀ lllオ1セ喘響_占 !'い)Ъ (フ (ざ常]l tく4 ノヽ,′
`ヽ
ミ~ヽ,■イれ_t_も、1:ミ
やっ1'こい 1ヽオブ´き|」しや り｀づノLuメ。'二帆 ,｀もヽiム ■ヽ:ヽウ1た、ボ iヽ1)り












暑t tt Ъことボ■イヽったボ、コントラストとな為合 わ丈 【為え
仁「ご、人き ′ヽ■イエベキ入tキてもようこジミ〆き1ミ1よ復議ミトとし
て九ややたと」■ 'ヽ3つぶ ざく、またノミヽい )■‐ しもヽ功Qわゞなり
よう奪モン争にはすイフエッジ21スUЬらがヽ りヽち当 ずあ るとイ発誉
奄れ る。
2.4.2旭争棋 のイ乍成
本 局 礼 |ミ現J専奪 九 年 殺 は そ の ユ 哺 ミ 亀 尋 ポ ミ森 t∞lミ■ イc寸
る も つ 一
`'あ
り 、 ま ハ そ つ 幅 |さ伐1事跛 つ |ミ城 撃ヽ二 たり毛 の ぜ'■卜準
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鳳 1こミ しヽ とЪ:り央員■多状 つ たバぐりを、・bロ ミ.こ iミ 針2.ユ
`1ミ
|ミ
黒 し茶 よ う 1ミ 、不薬Lミ恐 マ 入7つ貿知こよっ t httL●9,{ミ回請 ス
ヾフト1レの各瞥囁 lミカた奄t'ミすヽ 寸 Ъ運菫典九tt恵■等 して、tイ■議
ボ rヽ Atて′ЪЪ. こりようイIマスクにI鳳驚 λ・ フヾト|レ リ_各|ヽ■麒文
lざミ可声も斐L」駐九‐覧ヒ還燎 6むイミ主引ビ′Z ,ヽ もモ リで′あもるヽダ登、敬
型投 と興ザ'、 ス~ド {ミ を曳及 、■)トラストなど'1ミ~‐pヽ,■■ミ嘗罰由む、
史:駐631ミ為無す も。
2.5.1 役ミ 理論
回前 格 きっミ亀 キ分 布 (1・30〕、色奇神 ヒ藪 ぼ すた諷 友 ({‐4-l)
ち よび:供Iミttなど l↑すべ' て´これ ■ で:りも つとRC′とす も .
表2.1+巴{ミ 尽 tミスヾ ク ト |レ「卜tつJ薦囁L素わ しハtつて′ち
Ъ巧ミ、 曳はミ1ミ現キンれ る.回持像 |さス リ ッヽトイ象つた製 ―)たもヽ り■・、
汽つ不皐与 ヒキ2.26図1ユミトし為。 ここで'奔切彙Lttt t員卜にた ょ
う|こ れつ根 ボ直線 せ′あ る itl■1 桜ヽLヒ :Щの よぅに 五λ翻クル湾ψ 鳳





 ヽこ路セ鳴 )鷲｀ とヽ"はレt
′こミ了′さ1、こ+1‐こ lヽ ´な,ぅ、う｀■
|ミ 1ムエ '1_I .た.::彙うで 'くリリ|｀
えi合い)並ん ど ,ヽ も と、:≒ :_
∫ キし、 ■_つ各・ヽド,たЦ:´■ミつ 共
潰、´r、1ュiど1颯神午イ象1ざ左 /1.lc
ム 。ごっ ■ )ヽζu )｀■'11_



















と_11ミ4キダ 斗t_もfttII上.ウ 各ヽ々 つ 51∫1_分:r)ミ約口 ぇ.′↑ 十)せ,ヽ も っ
や′ン●2_6日 T勉〃4ギのItt I「■ll■やヽ






すイフエソヽヽ ソつン(｀、壮≧1'ミダキ(6イ彙1■1上ウ6■ブ■_今今 との FF くヽで、1■、
す・ピ¬さ 之ヽ.31ごお 'ヽこ ャ:め、 νこ´れ 1よ tr 4.11)ご'_:t、こキt/さぃ u弧1ち里
1眺と|'卜い)本と_ミ つイ亀jll上り ■、:rt今41■こっ錢八_/4‐｀や 農上_い4





Z薇毒 畔1孵tLヽキユ 之ごら1/)■_ウ1もヽ ず り負l短
とり負:尺.1∫ツトカヽ‐t~とtrり″ιレ島～ノ亀"χぇ性、え Ъ








化=fり碁キ寝 聰‐動ボ′現 わ れ て あ｀ 3、 復_前いくミ 成 さ 槙 ‐(い'も さ
と,るtわうヽ も。″資、枚 うt複雑 ざヽ′ら もやヽ 」 、 この よ ゝで l卜 1 凱｀ とヽ′D
鷺 尊よに よ って聟L功卜北 Q]千多ぢヾ ど り よ う′ミ■イ〔」=ぢ も。ヽ
1鳴ヽ こ|エ
)ヽゥ ど 、 1)憩～一
“
ヽと tt椛き=―ど および 多f=-2,みオ=2としマ
に _21)のζl■´分Ⅲ 2_竜ヤ
'専
_し た。tり朴象とЩ Iミ∬ )ヽたtの‐こt















上 つ無及論 う。積 ,中Щl■直丸 萬今ワ1貞
trpと_ミЬ｀ろい′た .
1笠甘lttL(釜.) 出ル″,じ`“a,″め














‐お よ び' ]ト｀ラ
スト 1さ こ2.22)あお｀ツど
67









μ ぬ ゆ お よ
・が'・ゝトラλ
卜とキ2.∫1たりkれヒ■
虻報 寸lれtT'、 颯溝ピい 、■ lλ ′ヽた とミ 1■すイツ■ップLミι′る とミ
よ りtコントラ入卜■ヽザですす もボ KZあん子ユσ麟らlTくヽてく 恐 り 、キ
史に 等い、で'■ 3ことぶわ う、も。 この ミとはキ2.27風つ颯及 山
埠 と費4.9図(α)の■れ ととく 6｀ ′ヾ て し鳴 ∫もヽ で 、 薇棧 型撲 ■
員 ′ヽ八・為ボ れつ諷及分 布 tす変調 北 Zりち も象 錢山森 に止 ザ ミ、
11 冬ヾ tくな っ ■釆て ′ヽる。
2`夕。2 覆L損理オう甦とよつヒしたヽス |ミよもイ告li請ミ
薗琴1■饗燿の′熟司■tさすイフ■ッジ2スヾ クトtレ範 で書ッ■咆ttハt
つ lミ卦ミ与 した ボ 、 こキtと「ミ C′ こ と ttジこり よ う ,こ し ~乙 tミ熊 ゼ′
ち る。 賀2.2P暖いこヽ し■ ように 、 ,ヽ■九茨、ス リッ ト っrFal■九
び 、 この スリヽット|・よあπ4ん″″んな7′ミ全 磯―尋無議及 プ 霊 愚ヽ ミ七 ■ 、,
るとす る。 光ス 上χ′=θにあ るD」ピミ、‐tれハlЩに最こなふ鎮九八
平妾ぃミよる―ズ 回杵 九 つ呻スピボ スーヾ フト |レ軸上 プ Dθゥ住 量 1ミ






Sl:集薗じ光二忌 q′cメコンデ:ンサーレンズ‐ ム:設影 レンズl
M:マスク  SC:スクリー ン  0:→ぺ朴 つ口 年｀¬占ト
Uりαレ| X′ χ l 脱引
撃驚 (ントЪ―史 つ風薔 た つ中ぐ lT D。もヽ∫ムχだ
1す離 れたDlとこ
る。 りLラミ」志力燿ブレ吻ノケぜ ち ろ づヽダ 、 'tのイ■登2ミjttpョlミなLイも
して lヽЪO■■■窯 光弘漁 霧許ミ の実 手 りとおえ∫ て々、|コミ ヽ為 よ
うにすイフ‐ツジ2導入すれば:各纂・た飛黎ミつ在置にスピヱ準
バ的 :ミすイフ■リ｀ジつへ 置Ot交イ色しるもつと奪 り、すイフ■フ｀ジ
2つ軸ttたつとRげ効果ぺ冬 も｀れ も。 このよう 1さすれぱ セ
つゑ理 1■砲ネl可生不甦とく くRC'であ り、キ負及 よくそい でヽt色.
この場合 、面積理型り 鳴 `ミ神 尊す るもうi本鬼凛慣て
'ちもボ 、
曳導亡上資れ 2tミ宙fするダ 尋噂そ )｀・ 4は1ヾ九深tSぺえ′ン0つち
負 |ミ九ボうて 1｀るとし.7も、ガポ大きヽ'とミЪ lミぁ る東素ジ乞"取
■責に よるスヾ フトtレ 1‐事すべ
:てすイフ■ツジ 1こよ ぅて4.へヽぼ
れ、飛融勢こ唄与 じ奪 り。 これ より九瀾、幅 :■すイフエッジの植 置





4■6｀キ(も. ミキt= ビ t｀‐―~す ヾ こ
苺¨ 在、光、ピあ oパうミ、 こ ミ~ざt皮_
:RIIく1'_帯r、 こ )ヽもた、211ミ1ノ /1ミ
島t‐と島 2_5。 九主凛lこ碧_九i晨、
と、した と_■戸力脚 み 枠 崚lギ=『穐 1二
乙け視 現1…ミキて6こと|卜ly_λに よ コ
42〔ウアイ■itttと曳 |ミ 〕‐6“ ∫41






キt.も。 ヽ))」なHl―tウ字llリーリたりに >」ザ:・P tttくヘムくハ、JD iミヽ1唇鷲つ
り色に■ 1ヨ ナも,~言ギや卜1ミ よ ,7_|ミピもLJ F「た、σ)dヒケ 1・■_豊_2
″磁れ花И当クル ttt I T〔)ゥ賞A■ミX鴨=_|ミ郵い夕I「'1ャ2_27:ムの よ ぅ に 石l
もし 的3た|ごすイノr_、パゴ′El▲ネしたイ■貴ほ|ミけぼ]、 iに巨人1およ〆
ノ、た` D口J∫力L IC■ヾt´ てサー 1′ /■ッヽ´」lざ 1ヽ1源liれ樅ミ1ミ め9、 シ友:L人もの
もヮ lミ1バ【し ttよf嘔|ミ址聟へにめ ,I衆ジ ヤヽぬ〕にす f´フ上ップウイ■世
尋ゼ実っ こ、)6v 光iプミ|と亀 よケしこ )ヽふメき,法、ヤLiぐつ 1}4´jち2_キ■lfi
サ~千フ■lン 」｀と{111ら｀′¬ず騨オた,日Uに秘 セヵtアitウ|ご 等 t,(奪、■
あ り、すよ、iボ■奪キtiごた、1よ♭zω繊 ″χ ぴあもうヽ、5｀'イ3_T亀こ“
^―
ンだ













のz"■)Ъ。 した あヾ っ てりなゴ黒り」答労tiiミケヽ ■デる5■力い志イRI 寸ヽ も
/きシ虞Jミ|ンb ,ヽ■1ミげゼ′あ る こと ろヾダ 専‐ピち り、 ■た質L規た寺き01
1■宅り
'■
■分 神 虫翡kポ欠E形的 奪 ■ミ Dとヽ た こ く ~こ 1■ 1)1‐ナ豫
〕ヽo こつ場ハ 、Q琴贅型叔り 鳴 :■規L導≧鴨 とな も`t、九凛 ′ntス
げた場合 とRtlミ曳験 Ltt■守酪■・ミ 待す Ъ/X/尋嗜な く、す/1
フエッジ9植ilミよ、‐こ4ミわれ 3。
ス 上の二ヽ名 1こ よれ lT'単もウ緯 九ヽゝ 興 ,ヽЪよりも なじR
Lキ学拍コヽヽく夜籠τ:さ、瑞 キ森tのコントラストボミくて回前
えボ 萄 卜)よう7.i葛合 |ミヘキltと強 も・
2.5。3 処歌森ミ ち｀よびお｀無
人ゝ下 :ミネす 史瞭 r鶴つ
‐訓対 応 ォ2.3畿つ Tzで、九瀑 守■■tt tず'、
すイフ■ッジ■導 入す る為颯 に よつて 砲積理型つ 鳳理 ヒミ 成 し
た。 12.イZ"2虫べ'■ご とく本 気島え錢通貴 rミ お り ~て 、九ジ取置メよ l■
とん ど れ酬 続 雨 吻 にミL日ヽ・ 薇 Z´いる。 こ こぜ 九颯 ■ ■
―社 lミ
13唄す るたり 1ミ九洒t砲上に継 tず~t・L冬ス凛パ のイまよヽで ヽ鳥点′:■
ず'れと した。一人凰前 九｀ つて入フボ廷 とキ2.27饉にゝ ミ、した
が 、この写夢ぃよ梅 破ミ にイLミtずてち Ъため′ミ、一つり黒ム漁
畢キ :ミ よう凰市 九≧島 え仕 lずオユ.|?鳳に黒 しハ :コ驚 九 ったヽ
|ミち Ъ最 大弘た リケボ魂われてお り、tれパ九次 のた o(ンバ
1)i影てれ 又 )ヽЬ。ォ2.イ凰に黒され て )ヽるい分 つた弯、1為|よ
θ,5`″笏%tⅢあ り、 風専丁融 だ:1■コンデt二∫サー レンパi Clち:ょゲ ごュヮ















―af θof aι a3 a4
オ2.31図 鳴とヽ 、た光凛 とすイフエップ2場合わtてo社■楔つ
ス理を主蔵 しで冬ダれた式詢 9イ蒙為上0強九奇ぅ。






‐Dいて 1よ、 た の l~■ほ"全薔)り 入ヽ 7卜:レボ マ入フt
れ 、九 へ っ九 泌ざり噂 ほ とん どな り と 為 な
`｀
れ る。 した ぶ って
九激、幅 は納 θ.夕θ―
で'、 本 職 Z“{t叫亀ユ.1で'黒t為こЧとく
幅 彎ト ワ九瀾 λヽ lJ tット
・2便ぃ'てい るるヽ ∫、この島合 なやミ 1ヽ約
3θ住 の日、きヽ ヒドゞ うZち｀り、イよう下h彰l■/fG嵐及 フイlレ4ゼ′ミ熊
で'あっス ロ
イ駄働ミつ弘鬼≧巧ぃ布 L雫卜毒L壊虫九 して黎熟■4ヽ来 ≧オユ。31颯(α)
|ミ硬卜し、量:崚リハリ |ここの刊丹 磁り■首ヽ 峨、■費2・311■帷)iミ
摘 t,ハ。 この こι)ちヽよび'Cみ)■じt苺ミしてケ るとに>θ.25点で |■で
ヽ■訳 ジつ 形 とずれ てミて )ヽЪが 、すイフ■_ッジ■癖 べ した と
き:ミ得 ∫れ 為漁友奇ル キユ.1も興 (ん)とヽ it tて為 えて■ Ъと
光3Цた つ勲 巧ttt δれ 強くな ってお りκ=θ` 13~附ミ リ諷及■
イ屯もゅるT筍、とな )て変繁ミ北にこ 」′りてお り、すイフ■ッジ球
弓ヽ りたぜЪ/むよりも島 史に4詞プ■■ ,ヽることるミ為イヽ も。
このよう|こ面本菫・■ttLとけヽ t'たちぎヽ 、ぁ ぃ ,l~tt杖^と斑ゝ し
た九嘲田雹t力!プb ジヽヽ う ど (ミよ うイ2誉、1志、サイフT_ッジ ミミリ
入もっよりもヽ実及 べむ )‐ボ 、衛場ヽ 投 |■ヽ :ミ ■つ製作「‡供




これ 審ぞウイ隻η たム 1■、友訳 戒すなわち■つ介守 L斌オトリ
イ象詭上に九 つ独及分 ■tVあるこ鳳彰 として職 場 し、現ヽ た ■4キ
つもり Z・あ った。 ここで1:=ユた下 資り 五臥影 ≧亀九 と して取_ち
すおス につ 1'マ裁賞 ミが たも.
2.6.I創 り凛理
lヽ謀t旭口ヽ つ亀 キ のパ リ に光」咽口■二つつジ島■ヽ1 すヽ び'入たリケ
ヒ含 んで ち｀'り、 >Чくλムとす Ъ・ 費2.27鳳で黒 t為よ う 1ミ
¨ 回1中砲ゼ観 瓢tねЪQの住 貴噂→友長 |ミお っ て 実な り、
え1′れじぶご†介 萬螢れ
‐てあ｀れ ば わ｀Lの与 fミ 九与収 ■導 入 ~するな ど崚
ハ々〃 〃肪″『L札すことガヾででも.tり小来、波iれつ
たによう諷九介 弯ぺ像 面上に生 げる。北■、 の九に よもQと




、一オ撃弧及:つヽ ■ Ъ tti_り亀2拭料
つイ襲全 砲′こ与たも。 した`ヾってイ象、砲 ~ずは,友■入1つ亀 つ二 !ミシ良
i ρヽ 亀ボ」QわЪ`ミ、波長 入1り亀9■た ヽ試料イヽ象全 砲にわ為
っ・【一燕 だろ り、装 置、 の色は ■分 脅 にな ピて強九分や とヽ
っい 'うのZ"、デ乱4き亀




dヾプtもボ l黄it与え もこ1志αず しも単亀力■ミよも亀ぜち
るダ 撃躙「ヽ4くt理冷 色Z'あってよ )ヽ.まハ負亀九'申 Jミ
4




t.ハぶ ,Iこっ 場 合 ,、ミ リ亀 |ミか ム も 聰も つ 強 :社´分 野 |よ 各








1ご「格 子 イさよ 。1こ 鳳 lミ ミ
t 為 よ うなオ姜碑屯′櫛ヒ軸
り常ヽ今・7・■亀うヽ∫弯、亀
よ ピ 分´‐九tキこ, tつ一
)た九 ■々2.33鳳′ミネ じ



























4●∫436   +?ι 粥






奢2,33颯  回丁r格子によ っ こ｀く、ムえ






嗜、九り費2.lo颯と鶴げ書ヽ料 1ミよって得たも,マ|ヽり、 ヽ 、













亀た喘 ,中々む 、各 b桑
●サ ボ 尋ヽ 、為 、亀 とな ゝ












ヽ マ 交換 湖L時と 九
と し て 資 鶴 さ れ ■ い も と
常 λ b,
キ2.3夕Щ :■キ2.3図ヽは ,













り亀Щ刊特 武亀つ九■通 し、森 亀り‰夕督脅μりttiミナイフエッ
プ菫導入しス.写襲雌力)―ツ′ヾ―す1レフイ“レヘリヽ 6｀ ■専`T島私






















もヽ こ■ 色のイエ貴 1こ ~l‐
メ1'フ■‐ヽソプ)と、中＼_し 〔
4ヽた しり こ「あ も.t´
ハろぜDてiや、と,つ l L rJD
上 に畿 この |ハiir7)・うくに:、
肇 , こ.ヽ′ もt r)と な








6. 観二現1され た 1■1ち
ウ亀九 と し―こ1よ
」r↓_34-iムい・16 ―｀く1て
マ ヽ1ち っ´ い 〕3。
11_/1D l,Jど'1 lヽt■り
た Ъ色Jlぎ、 一)ィフエッ
iプ4ど'′こく卜 , ご kり
―薔ゃ2 Цk、,tミ´5ヽ li t′もリ
し伸 ,ぜ′Lり■ ゝ∫レ
:よ レ l´ス・ミ ]彙), ,■ヽリ
5 'tり1こ 'こσり(力、1じ_i↓
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くものでl''ォ3.+颯っ囲し とtの■知よ―破 し■ヽ'Ъ.したペ
って賞3.4図つ颯も :■几ケ主イ61ミ基 ~ 'ゞくもつt"あЪミと。(わ
C 87
るヽ も。 これ′ミ民tマ上に邊べ 石ざとく鳳 ヶ■L■もなどつを試ミ建
して史島えtそった鵜永 i■以この13.2つォ3.7Щつ聰 l‐F/てヽ 実験
政 九の範颯ゼЛL鳥に議 してヽ熱 ザちり、■為キ3.10ぬり気登
1山栞れとよヒ較 して■ るとミ tく親ミ」tで'き ―cヽ,もことるミわる、も。
以 上 の よ う lミ賛tボ態 に 乃 Ъ格 む ≧ 揚趨磁〃″滋争 に手 日ヽ して
撮影 した写真フイ
'レ
ヘヒ史f象の現、たム懲ミ |ミ対す る常ヾ 場 とす代
|ず'賀料 の舞ケ■亀 懇ど′りも嘗L耳ミ唸くこともせて′ミもべ、資り
化 l 大ヽ りような特徴ヒもヽ っていЪ. 鳳tケ'格子 1ミ ょって発生し
た牡鳴的刊畦うにっ■議 、イ議乳 とし,うこれ 詠ゼ崚蛙ヾ て未A苺私
|■理L4九奪黒Ъ3い:下及氣‰黎蕉の■らヽなくたたずれ ももっ
であ るボ 、このよう|こ歪、んだ'機ヽ イ負k写■■影す もヽ■ kと
れ ば'、 不 亀 晨ヽ 訳 fj‐|こヽ す る洲 え も ヽ ′ミ弘 無 九 奪 豫 ≧召 黎 と し
な t′。■桑費t■覧と九冬ミ ととψ)離す もことパザで、たり
たり′こ徴tiミlミヽす る飢漱層tなくなり、キ隻雑 弯食童LオQえ
もミとも可能とな も.さダ|ミ鵡:】け|ミ加えЪ養言ミリユ次砲 L‐ζ
い 、ハ ような島合 、その各雀 皓 つ玉 んだ:格むり掟 聾 ぅミ等斑 フ
イ ′レヘ rミミ黒多され て t」3■ヽ4碁ぜ′で 、ィ 黎に々 Cて4■るヽ ∫
刈tえ各黒 lミ戒 して籠 寸 もことうヾ で′ミ も。 ■た試 オキlミ熟 等
した □請不トトのキさ卜Ц ド飛L峰醤ι鶴 キ ■1ミた もこ とハ ょって浮略
た 九や薫 ′ミ転す るよ・bぼ・議 等す も ことが で て も。
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3.2 二都1米すと興いるカム
1ヽ.とプス集した肝う1ミ刊撻 寝 t与えЪ ttt九つ凰前格 子の
,格子撃れとりЧ出′ミ平行に憧」′たと・すね が'、 ヽ■ ,ミよつて■んだ'
nl寸朴 卜のサポー夫_り崎 袖 応
“
右 気 のnバ今 ι
“
LなiQ寝とし
｀て督ЦR漱挙l〕≧訳 され て )ヽЪとケ強て れ Ъ. 、♪ま費 3.6Щの
のこ"とく率卜‐卜熱_つ為鈍
‐2“軸 |ミ平そ |ミ 踏く。こつ とさ 11.ι
Fミ尽 した各式11おヽ,て
“
ヒひ ぺ ■_(ミ入れ嗅 わ Ъウケ・で'ちり、
κ。ピー 足 つ靖 萄t為えると ε゛ ドト、て |ミ波数 ま絲へtれひ )Ъ
ことデ わるヽ も。また棒Ⅲき繰 り場負 珪ぐも。θ tt CC)のごとくり軸
とθ■Ъへ及だ'l~l~や.tけて世 '｀為場合 ■為た、鷺うヽQつた
ぺ軸L%′れれに良負亀 f■つた標=地2“θと寸Ъ。ミつ島省 t
























足 り蜻 萄 :■陶 為亀
のミベ分 &耐ミよう
■R戒牧な嶼tれ
~c 1ヽる こ とボ わ ヘ
も .
)ヽ■キ3.6ЩIこ
tれぞれ 薫 した よ





す で rミニ ペ^
よう ,こ1弐ボナlよ
漁 た,碁、為気 に






砲 に つ ,ヽ~こつ
も の べ 」｀冬 々0ム
~■
fこイ無砲 上 、











オ3。1■ ポリカー ポ:ネ トー却ヽ鴨り■に賞F)
引象り強t(昨従) 6.4J К8/-2
る|び予ヒリ〕颯t(ヌ珂た1ビ千) δ・οJ K3/―ι
伸  び'(降代 ) 11.イ%

























見つも亀キ 夕θθμ たゝよ t・9θ%
¬幌 f■量プ理ttt仁も。 した ろ(1)・て堵 3.6颯lミミ、したこいとく部じゃト
t ttL置すれ ば 、資れ ぞ薇 ε¢´ ε%εθ`ぜ理'ヽえt枚もことボ わ るヽ b.
を2=葦ザ lふ書｀ ポ;‐上に翠豪旭り駄と■ミち 亀 1ミ
“
理残12と¨>て、理
祢 職む、 拠郡t的に鷲ミ督ヽ ■つむえた 。t、 ″tの竜こ!じ
“
ミυあ る 'ヽ1ざ場
と書 ミ換 えてもて しつる、え砲 ι'つlぶもち 3んで'あЪ.
上 lミ道 べ'^ミt・と月宝ら もた め lごやr)ハ虹歌 の一・●1≧ たヽ下 :さ
熟Iケ.吉ヾ玄→■よ10癖L″略ι の 自ヽ 喝jネ各番‐ヒ苺ヽ ′子にたノ摯tθ.f2れのポ
リカ…ボ'ネー トベ'一入つ写ヽアイ′レヘ■市ミt,た。 その等ミフ・1'レヘ




ど の 環多電 ヒ可λシヽ く 案 め に 想 札 洸二ぜ レらαヵん麟じ
“
況Z7rミet薗ヽ tて、 そ















々 3.′7興 う1彙り1ヽお1に負負■格 卜漁 こ持 っ
た■l]・エヘす る平私 へう住1菫影 .
||よ格 Ь鋼皐りを電、 11‡像光漁 つへ鈍
















料 と C穴 .ミ
つ=ちイき、 フ′1
1レ ヘ と t ttよ
晨ミ 、薇地 ト
つ亀tミミコじ・






1｀よオ3.1聰Cα)1ミ、 した よ う 1ミ布辞卜糠 う ヽ 負 とサ ヽ 亀 と し
たバ 特 ヒ tつ・も負 2」像 え 2象|ミ ■_合に 糧ぃ'た。 マ ス 7ヒt■lざ
すイフ■ッシリと1乳1)、 一らに九 つ平 均 l■l我1決玖 上 の スベ・ ク ト :レと可た
汽 り て 得 ゞ 微 拠 鳳 り と 々 3_7颯は で、し ■ .: ぜヽ′く 琴審も よ っ 、
負 2サ幕由rcぉttてイタ・ 為 鶴 ヒt■試 料 :ミ よ り得 ∫ れ た 凰 ち と
賞 5.81ユlミ黒 じ た 。
10オヽ有質″ιり日ヽ はヽ 黎|卜と卑ム/5に :も4子良 ノイlレと、 ヾ:―一人つafリノノ
ヽボ ネートlI違書訓ネ十知■ヽ と奪 って お り、ギ リケ ボ ネー トー磁 懸
つた′カー■曲44.7ヵょデ 機 喚2次れぞ枚 ォ3.9Щち よび 賞3.1薇
|ミ竜もt^。 このよ うに 守りこ
'こ
R Lヽへす b平甲k′ミー 恭_奪も1彙
り賛tボタロえ」れ た とせ 、′tの最_プこた /Jlよ■やLつ粟に―どθ=?0・






3.9凰のカカ 至ー山栞軍lミ肝キ0■"ポリカ ボーネートの勢ノ171 PL it約
5KlルИ≠ とケ4てる。 したるぜ・って〆=イ。ケK3/_・の31彿●為i




々枚 ぞれ ォ 3.10嵐
“
)ち｀よび1鰺)|ミ構 t,人。 こ こ1ミ l勢黒 i■金つ
冬 い '点ノヒミれ た 達の で
1あり、 たつ数値 'TlミLいダ.「十分離れ
湊、ミ′つくミ■1 と した。 こ こで ]拠確 率4としt」熟 にハ
「
―-1.3-ドン佛笏け
の ―ス像そ 弓|:風り衛 亀Jこよ Ъ ει量 イの 史卜黒リイユi■費 3.11糧つ も10■
り許位キとiミ '｀てツ往=イ` 7缶f X fθθ=θ・8%で'あЪ・オ3!7颯
の理ばりで 上_下で ヽ事ヾギふて・恋 )｀のiさ賛tt置と しtレノく'―型 り
‐も リ ヒ |■ ノヽ た の で
:や
ヒ ペ 上 下 IC~rDl、,て 一 寒担 lCるヽもヽ ど ■ `ヽ
、 4
のゼ'時■ t'イヽと為 わ やてもパ 、凛な つ冬 い 'とこ う噂 キ も-10凰
この に■ に■ 冬■ 中だれと 1意 ヾ 一致 に2メ′も.憩茶RCことボ
聟3_3凰つ 颯¶多と ォ 3.lo lコ
“
















オ3,10凰 にヽ電 に―凛L奪引張 り為責 芝00え∫れた平根 りRttЦ
ム rミ、り る冬■l_t蒟象。た下の風 1よ奇ミヒカユえぎれ為巧シ本りま、





(3.7)よりこと人たす る|ミ |~ふミつつ霙 っ為為qつ住 べ‐分 ミ知れ
ば1よt'.僣ゝえば'上に」二―ヾ た竜ジムで ει♪とチち よび'あげ貴たつθ
‐
'も“








ボ知 ダltたわ )ゞ~こ"Ьも。ヽゞ(3.7)の曝 1´■て′黒tれる■_革ち らも
の■■.えイきに依いもミとi φtで'tう。 この■も合 、べ′~デしもιにだサ
tケいも次ブ喘卜1ントく 、 どθ(,こr94′こ偽 の 三_→5(ミ｀リ ]負≧矢ゝ れ′丁'こキ■ダ
■(3.7)|ン(ヾ入 し´た 理 工'卜ヽ晏_■ヽ




もに |よ 各 セ曳 っゐ 格 も‐為 6ミ ■ヽ つミ
イ贅1つ諷lギ|‐臼イ1=バして :三 131りヽ■.2ケ,れfゴよ 1ヽこ とるt為らヽ も為。
9∫
3.3 -試料 塗鳳ヽヽるおス
を3.ユ~こ"週ヾ ′■力畿 |ミよね 志｀こミえ全 に来定す るたり ,ミ は二
個 り1■げ試l料
=濯
零 とす る。た群性繁 のようにヽ 象ヒ寸 もも
のう積製ヒ作べ し■ぺたすb場申 こぼミのた漱ベヘ数フでちも
ポ、良ギトウt象年り■竜ヽ :坤ヽと しようとす bずゝイきに 1ヽ こりヽ 3ヽ ■ヽ■ミ
lλ Z"さい '・ この ような葛合 Iミ応言申時上に磯卜 蔵■■えtt
て:転等 し、た。 う
~6-為ぐこミリ格 子磋像 九褻、と平須口 なヽ も‐ う
|ミ訳 持 ヒ |ヨ兼lして 理 足 ヒ貧 たヽ^ご より。
`ち
ろん ミつ発 合´ 、ヨ
恭キ1よ資 り よ ヽで'ぷ懸旭鴻、と九 等不甦な ど の マ ス ク と ヒ回転 して も











く ゞ´ヾ てみ ると
警与職鴫もt4/mθ
だ tアたtく奪 っ
て tゝ もボ 、もb
や3。11颯 記軍え朔駐≧ろlコミリ為 咆に対 して4-5°
イ見1すたすら食 つ■颯し 。
|は驀 卜窯 つ為亀、|は燕九漁 りヽ向
ミ尽 し て ヽヽ る。
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ろん |ミじ′■′力■ であ る。｀
S RC変‐訳 求 で'■熊tt花
て :ヽろ。先 1ミゴ ベ八 よう
Iご乳足 lよ鷲tt4'こ■ 菫.■





格 子繰 り｀たミ建忠 L飛と
ィ・は奪るように して考ミ_ゞ
れ た IЩ―彰 どあ ら。 こつ[ヽ
回 t可〕ヒ1さ ゃ3_1と|コ {ミ jま し
毅景多レンだ
θλ九
ハ よう′こ雀ガヽ嶋にイ嗅‐~CIくパ 、■%レンズ rミ「よ一次光 のケ ■入
れ 、'寺卜Iよ豫 九奮、lミ■こ■ 成菊「甦たえ■ t'る●ヽ ず、図中に記
しハ ように鼻 七ドみは■直亀 嗚 もヽ 」す T´フ■、リジ ヒて静入 し込。 こ
の E■■多=キ3.10Щり矢争il―tl鵜、とrt‐較 してケ ちとなの工左つ等
し ,ヽと こ ЪIょ無手ミ赳7卑Qの形 と |よにギーr■t tttらっ 、■15°→したもの翌ミ
逮現1」こしてt13ミユ Dくわ。、うし
格 卜籍、つも l毛・ヽ 窯ヾ ナL鴻、と平イtだ'イ1ヽりi為や 1下波ミタl威たもtイ聾
~ト
する(スリむ3_+ぴ為無寸ふ)けれ ども 、この よ う!C格3≧Ц―ヽ
り bこと |ヽLよ り、― 竜れつ本辞:卜≧ミ D^試オ■ご′仁凡 為 fQlつミ
●ヾ りヽ 主 プ ミ、ウ｀ くとt■ヽ Rミツヽえ り｀れ ば都しやいヽつ ■lまえノ含









費ム葦 で■量 つ′よヽせ )ヽとき、サイ
~フ ■ッ諄 ≧員 りヽれ ば冬 ∫れ
る鳳彰｀ つ ユントラ入トパtЪともミ■)ことこ壇ヾ 茶。 した ボD
て列 たJ誠社おt亀く、最イιヽ澳v亀卜鷲璃いこつ :ヽて論 げЪに 'Iサイフ




とし、■影 レンだ |さ 1恐αをとそ
の製 帯うただ
1:ナヒ入れ るょうに した場合 、マ ま しヽゝサイフ■ ッヽジ:
のイエ畳1■ χンのcちЬt〕 まヽ χ≧ωcのスヾ 7卜′レヒ瓦た除 くよ う時
少ゝ す¨・もつて1あっ為」せ、ヽヽ意χンQリス‐ヾ フ トlレ≧取 硝ミ 〕ヽゴЪイ計
2えたる。くつ とき得 まれ もイ象礁二 り畿た命布 |よ (2.イ{)でミ
され たボ 、登‐量のノtヽ さ )ヽ場合 ■為 え711もづヽ 3｀、奇■ に よも
格 子つ最大交′征 1志職ム及 で'ちもtとつ格 子の1格子ハ Pミ■処
た砲 )ヽと為えてょ )ヽ。 したポ‐つて
lα冽く洗
であ り, ミれ よ り
1席ヽ l=トーしぬられ|く 1














恐とりと進ぅぇ白3に澤たわさ 4宅ろ。 し不るぜつ て (2‐イイ)i■
I(的郷 1+Qtt Ced e協
“
′ (3.(2)
と意 る。 ここピ Iα)の平均 諷た の■2%の議姓■/嘔きで1'製え し




で マらる。 こ ミ 1ミ ■ は 唾ユ前 者饗|モ「 の キ社 長 てざ単 りσ)4宅=卜
のキ 枚 ■リ
あ り、A″レl‐3磁L ttlk、iて「 てい素 わ し7S tつ取ノ奄 童 に よ も格 モ,
つ最 大 ゝ住 プ 乃
・ろ。







な る玉ボ¬試料 守 イθ
“
πの民婁ミて'生げ
て 1ヽもとす掟 lず製えて競砲i■とし■ 1■こ3・イケ)より
α確の ニガ乙化がL=θ.θO δ7% (3.16)




ヽゝtのであつて、写真的にし代 ら｀ つi九■摯わなくても作 成
ででもの■・やミとして選´んだポ、さ 6‐′さ格 )式張つ紳 る｀ }｀t9
2/負亀すれば'(3.イ〕ゝ よDaミ6｀ も｀砲 ようにジ蠍員■ttR確ヒぼ作ヽ上_する。







無 ぶ θIる負 左 亡ミ つ よ う |ミ して減:ミた と公 )ハ戒耕金戸志、刊駄
うたつ lミ凛 奄妃ポ
““




けた ミくなつマ烈 足感友 資ゆも の t専伯下寸 Ltしたポ .っ て
θ.θ了% 火ゞ下 のよう奪尋卜乍 |ご%疑ヽ 恐ヽ ■ と熱え しよ うと寸 る■ヽン合
′こ1甘∫格きt式ヽ ‐ミ lミユた丈ttて.熟写す る。ヽ 、あ も 'ヽ さヽ各 マ´
異⊃庵驀 3為亀2 つ｀■Q´つ試 「ヽヒ作 戒す もヽ二 こと∫なけ
れ(ずヽ'り な｀
)ヽ。
以 上 の球哺卜 りヽは 饗Ц ミ締u実主¬ヽ と うけ た日前 朴 与 つミ 緻Lキ
分苺 ■ (1。4めにネ したこЧとく フー リユ緯 故 に晨限 した もり 、す
4わぢ試 料 の回前稲卜きは亀限 つハ ボ 〕L褻って い うと した場
合 であっ て 、tのス・ヾ ク ト |レ噂 線ス ヾ 7卜1レでiわさ れ^.し
Jヽし実)照の言ヾ 琴手lなへ 漱 ゼ!あって 、ネ象スヾ クト1レで1よt権た もつ
|■ち も幅 ヒミ ってく もざう 1ご砲 も。 そのハめ |ミ ミ校 手ぜ たえ
て来 ハ威 た な ど′の単 マ廷ヽ'パ製 ず しも咸 工 しな くな る鶴仁 るtぁ




ば、そ薇 |お ようF-4密回請イ象り` 罪幅分布暉(1.1つ物作 の
ミミ芋jJ~■{こ (イ.40)の鳳波数変諷 Lうけた凰前格 ものも理評
合ゃ a直導パ 入 t‐て
00=遜lA。十ん酬 剣 肝 物 肋 れ の lじグf“χ
“
)■
‐2A。幽 生 十んか 勧り|」準イ書≒警墜≒黒⊇Zχ  ' 1ャLl ψ″t 製欠″ιttPattTχ)
十      事響Ч
イOθ
(3.イ7)
とな る。 ι二∞ {ミ贅、しては れ´ノχ二δの
な ど′と線 スベ ワ1ヽ lレに砲り、(イ,毬ゝ
に 一 致寸 る。 ι Jミヘトたの とtiよt
のオ象スベ クト1レ■守ノヾ に して(3.17)
で黒tれЪよう 1ミ島、スヾ 7卜lレ!I
幅 と場 っ て く も,ここで 、 これ ま
で とRげど うに {次九 に暮 邑す Ъ。




オ 3.13凰に ネ し ス .
こなコ■ χ=Q十多場滋Z"最たと奪りヽ
その適 ′こ盪 してたム対箱tであも .
半但 鳴 ムχ!さ  ゛
l          l社士
よ り 込χ=ザ
とそ Ъ.試料 つた。ミリ ιー圭
“
垂∠鳴rヒれ手で'為えてネ為
観 妨ル鯛 a%“奪ろ整_ボA/m員嶋 だf)省まれ ひ 'Ъと寸 権ギ
″ 二婦 籍 .
て'あり、(3.19)k(3.18)|ミイヾ 入 して
△χ=θ.87化 (3.ユθ〕
と■ も。 こ≧で、略″マのPにつ 〕｀てのスヾ フト′レの中ノィ嗅 り


















中″ 氏 禽色T‡めπ πIちЪざヽ ∫、 域いスヾ クト′レイごろき亀負寸 るた めつ1肇作
1す(3.20)より
脇 ンθ.『7 (3.え1)
とな も。 これ よリケくとt 帆´=1′すなわち■ 6ヾ {|ス賞ミだtす
全 また ておネぼ妻讐入ヾ フトlレlヽ々 葛隆され ~Cいろ。 したバっ て各
ノtのclミ鳴寸も《ヽ 革■ としK見´分けぶ つせ、.J鰈ス ヾ7卜1レ とR
ボ冒こ為えて、役訳 つ箋えた および応友恐 ど'ミ掟 ■.で:取u、もて
■ん ことLも哄 し■tたさなえ l―「 生 ピな いぜち ろう。
これ よつ紳 るヽ呻凰狐 で■勲寸 ろこでもヾ 朴 ざttり1'ミ熱穐
たの人ささ dぐろなば、 これ まで'とIR C猛戴Lのな友、キ史た2
もって列えヽれ Ь.
パ リカ ボーネートの九雑 パ■はオ3.1■1゛ ヽ し為こνとく
イ。4∫― /Кネtyちり、切 棋 憔 材 朴 :ミ丈 し て ヽ ヽ'た碑 性 烈 及 を
持ってヽりbツキ3.7Щ、キ3.3巴およグ賞3.1l Щ:こ資の鳥ミヒ
て、した史摯 t■θ.イ2のの下 リカーボ1ネートフィ′レヘと|ミリ人ボ 、
θ。イ2″″zのポリカーボ1ネー トフイ|レ■で 1フリンジの九弾在 1亀■性げ
も lミiI
(3.22)
の単熟 た力 、あ もり さヽ平萄主々力1え 2カQえること2紫事とす
も. 亀3.2で二べ'■ようにヤ3.′71コ砲どの|ミヽLへ司「も平在 に






ぜ ち 、 ■ 。 こ こで の た 力 1志 (3″6)より
皓 二0, L少ミθ (3.乏ント)
でも ももヽ 」 (3.23)の3ピ1ホ平砲 主 た々 えで あ り、 しぎ｀ もれの
れたイこで あ も。(3.↓3)のくユ4.5卜1/牲π
ル 丁｀こ3.ユ⇒ うくこ夕・7K]ル″″
よりも 4、■ゴち も も｀ も｀、キ b.′アlミ !ミ ミヽ した え歌 L九手|“lラムζ
″
`ミ
⊃■場 合 、 1フリンゴ )え下 ≧至 Ь。





,■ボあ る。キ3_件凰および費3・15Щ lさ'tれゼ校 ォ3,7風およぴ
錯3.8風のふゝ 象■4手たそのパ米十を嗅吼 し、礼 at蓄きと■ 為イやわ
せ て4等ゞ枚 たモ アレt・あ る。 こつJシき、■‐ね夕甘わ すだ。兜ヨさト
つ格 子鳳喩 こ前:料ヽのit伸び′い )る勢分 の橘…子嗅 'Rよ
りt人
香く した のだ1、 モ ア レの赳 ミ゛とでやが'つミ ■ とtよ｀た し=いうも.
や3.4颯つtアレ■手 ると |ミユ評時ミ で ヤ｀ヽネミミ :ミる｀1■/tはて
あ｀ り、 きたきヾ 料・下tT'で|｀よ東橘ケ。ご聾 り、 ニミトで
′tぶイ甲び′て 'ヽもこ
とボ 為 うヽ も。 しもヽ し こキιをヽJ」P3.′7□のよ うに■考ざ尋 ヒ言ヾ 拳十
な 磁1にわた っ 〔皇バ aつに知 もことt■墨難 であ り、 よ在島 Ц予ミ
つなイこ1よ11-乍|こわ ずもヽ ピち もので_頭た よく裂え 可 色こと(T熟
く でヽ'ご 蕉 り 。根
〕
州 つ 番 卜 と責 ら 合 わ す
‐







イ吃≧ 知 Ь こ とるぐ困 難 とな ろ.々Ъ.15員の モ ア レ こキ 3.8 inつ










な31象り奇言 ■珈 えたとせつモ ア
レ.・冨場の不トテ棄には訊張 りヽ亀1ミ
セ置.






奉 測 定 議 は組 びヽく変
動 す る■ で'も (3.と1)で'
ネ し4よう ,こケ く とも
tり11ミ襲ミ壇友 り費 ふ
燿 域 準プl■ミ確 にぶな
よく興えす 3ごともでで
ミ ヽ。 これ は贅L4‐筆 は










1 うり ろ. コには曖ぃ'Ь









て異砲 ち.―●1として電t井オパ ルS驚衰理 2a・このノヾ)ドt′レ
′ミよっ■lo命践班像 して求た θ,盤fミイ=上げた。 そ代2″π二″ ―
μ潤レジ場のビ°)ネー |レ■薩Mtt a 3″′んとしてえ査したところ、紅
掟社 lミ暮ザ く光電九 り交弩動1本褪(ゅ」れなる、もた。 しAぶって
イ04
この材 /ヾン→β啓|ミt′ たすら′争lミ 1■貞物 。3-の猥=弐■でiす波ミ




よる尋ケ穂 も1ミ よって生 じrる九寝の住襴
■化 l■―、くギ れるイ象の強及奇尋 lミ たきく影増す ること|ポ昌ヽ ダ




の奇書ギ 態 にあ も格 子イ象t撮影 しハ等食 フイ|レ^三史‐l歌の風定
九年末に対す る刊 料 とす掟 ぽ その影 雪 ≧え全 に取 豫 くことポ
ぜtЬ。この よう 1ごすれば尋ケ■イもつ影 電蔵ネ囃■す いな|うヽ リ
でなぐ、奇■■ 糧とた牛ミ とと分 離寸 bことボπnt Ъ入ら′ミ
為嗜:|ミ置 Iミヽ す も奔41■うヾへ くな り、 また不と,1ミ埒卜lミヽ ヽて
も′特に及氣 九年薫 建綽itt ζ こと建裂′要と しnt〕,tダ:ミリヘ
えた与案 ′さ聰す Ъよう |ミ格 子鳳諷 t観鋳 す ることぶ ―c"せ、ま
^唄次奇tヒ■ え
~てイt、ス とヽの札ミ聾 る｀撮影tれた警 缶領´ と
して4不it夜る。
平 鶴 た 力′ミお3ミl‡ミ為 負 つit刻たす るこ とに よ って大
規さ れ るボ 、 こつ 二ヽ負 り■ ■ラミミす る l■は、各 ■ ■った格




〕料 上 rこ格 子 と二交 ■t‐trて積 筆 じ、資 つ
うち ―も 亀 り春 子ぺ 峰 九豫 と平行 に■ ζど う 1こ試料‐芭回華iし
て現年起ヒ食 え |」lい)。 また男1の力颯 と し■ l‐■二おn9格3‐・≧




L~ぎ｀ ることづヾ わ るヽぅな。
理論 白ヨ為条 の森 来 、本洲えユ |ミよる濃ムえ黛 た |よ格 卜鳳 喩 ′ミ
邊ミ,1」ることろぐわうヽ っプミ。 鳴 、|も格 も1つ不各トロ式 記ヽ■ 3θJ わヽ%









こヽミで 1まアルミユウヘ粗 人結 晶Lも|ヨ■り■―Lttたす｀今 、ど
のよう恐′もヽも]tりとするるヽ 建曳亀 ウ援ヽ ミqとに_又ネ‐す と■は、






|八 'ヽた。試 場 |■各ネ亀どミ札 1ミよつて たの■黙ヽ
ボ 霙な り、tつ
ために● たヽは'キ牛_l Щ Ctりに尽 しアLょう|二答椰 t馳璃いくお 、い 掟
Ъёギ、 ヽ)まこの」各義ミξミれ‐う｀ 3つ及ut≧一二1ミ、と寸 も
'■
め′ミ幸こ働
L■メリTれで嘔ふ ■」∫ し、その■砲 |ミ葛 九栞 ミヽ奎尋 tミ。●■
|ミした写真黙九葺tiよオリ丁_ンフ|レ′子■ ミ業委当う t子■1共島i喝尽 九
ハi租lミヽ オリ■ンフ|レ・フォトレジストt暮卜し■OPR)~`n≧仁 ヒミヽ嗅 し
:膨血ん∫ rミざって為'特■ミ lミミ膏にた。沿脅亀凛奪Lのが九嗅
の改 鳳 ボノミ )ヽと、′認九 じ飛 Σミつ た‐もミパ 九 鰊Lつま ヽ ハ
Ⅲヽアで 4｀
司■tヤt~【し き )｀、 千 卜｀よIずT分リア取 もヽし奪 t)の■・、刊乳・1象1デ |ミ嗅
/f_‐fトボとれてしようミた。どちろFしたがってここご¬よミツ熱■




朴 OPRl■lス蔦 餞ヽ‐育 に よう。 '
イ07
村「ヽ_|こlθ為 4物%の日ヽ 鳴 啓 ド ミ載 等 し、―壕ヒな るl象つ食 亀 生゛ え
八 。 こ の 1■■多 2う アヽ た ア
'レ






ル■L二j杖の 物覆左″ ′フ塑絃′ Z ‐｀4島し、 フ′,′レヘと彎凛 μ
山 Lttrこ〕た慟 ハ7ラフイ ンミベれ 、演義 してえ灘 つ烈 表_九年ミ
つ試 '持と した。
4.2 えミ≧籠果二ちヽよひFお氣
34.(プISLべ'飛ず1畿に計って 亀ヽ駐 し/こ堤蒙ヾギ11こ―D りヽ【なきっアゝ :ミ
、1定つつも―孝宇時|ミ ) りヽて■も 量 ヒリ1災増 してくミった と、 tミ4等
じ枚 た絹 ミ ヒ賞キ.イ 颯 (´ι・〕～こ8)|ミ黒 じ飛.格子賛、つへ 1慟ほ
`16た
り~'こ質ロミ警こ で'、 j乱九飛 九 ぺ tよ為 きヽiゃヽ 電 とヽ歌 ミtAじЩ
Iナ に札 した■彰 量 lよ'理黒鳳卜耳1つ援1‐た。ヽ ゞ写Цしたもっプ、試
ポ十ぞイトつ 平 t匈´1■~ご'ある。
そ4.イЩ この |ぷ‐都可米十れ た ア´|レヽ‐ウム、粗 た｀ヵムよ り鵜 亀紅 リデ
丼 ■顔ざ九tもや1ぜ小 丸 |ミ 写■導童繹生じ73‐もので'もる。 ■た人栞ミラ
ウエ写真 うヽ じヽ薇lLえつ てキ4.ユЩ に熟 しハ。ヽ′お卜つた ミさ
l↑凛繋取蝿囁 62綱り電′「F島イ1/れ′7/3およデス さで,4/れの で らっヽ。
そ4,{風彰)～こ各)の1翼彰 tざこの々 ゆが 、平均由3恐″ギ宇びtとャ
ノヾ とし、たの強2介う と して冬 ぎ々 ~こ )ヽるので、写■で 由く
塊わ オ` て ,ヽろ許・有 f専たのも1及.oせ夫 ζ"・で11び'ボ人 い '書卜分 {ミ界ミ与
す ら。上に 写真 で'黒′く■七わ仁 て )ヽもたつ弘■_それtヽつ'き,今lざ相







ン負 県 ■ ■ て入つつ積 場1■■ tた。
組 ふえ 。t´こIT球+_λ颯 にXЪリ デ 〇・ アで尽 じ飛、
X           0
(の θ.39あ すイフエッジ






































































マ1彙り報 ち負 |ミ眠す も
ヽれ 。
る。 ■^光
ら 強 た倉 Ⅲ と仲 び つ
社 ■ とlI量6,に一 致 して い る。
(4)■Ъlトゲ (C〕1下全 体 としてセ
れぞ枚θ.8%,イ.ケa/。の弓t薇り■
形 ≧与 え^tので、■影 レンズ
|ミ の。と■っ級 市ヽ,たで′ち Ъ―ス 九
式/をつ スヾヮ|ヽ |レヒすべ′又も し^
ゴЪ合 ′ミ1トミに基づ く風■ち1■fT t
宅鬼現tt掟弯 る｀ヽス づぐ、 たの1コ前
スで 7卜1レの子要Fミ寝禅tつ住 ミ
|こヘミ濃14いヽどすイフ■ッジヒ番 ＼ したとき,ミく さ代入|ユ形 で'
あ る 。 こ の 颯‐形 と この の熱 墨鐵■ と建¬ドにし て み る と R一轟 晶 粒
肉ぞも伸び′哺―礁 でなく、また結晶れネはイ守ぴボ掏末tねて
)ヽ3 こ とるヾ キ)るヽ る。
(沈)あ｀よび:(0応tれぞれ49%ち｀よび'8.?%のも1飛D変形とか
たたもつで'あろ。■形量べ多く奪ってt)うのて℃旭与」曖■ミ )ヽ、
12.4でを 家 ヒた よ う fミFFt寸う スヾ クト:レリヽ汲 学誇卵ゴヒネた
うよ うな た巻摂[■0入した とミ lミ奮卜6｀仁た 図■,どに)ち｀よデ
(C―イ)tuぁる。こつ船 、 たキ視 つ訳 禍ミ憂¥手0～1つ篭 風必ご
スヾ 7卜|レつたボ リ1ミくダベ1又九 くな る′こつれてスキドユン ト
ラス トろヾくし下す るのパ礼 2いれ
^。
 し^お っヾ て ス ヾク ト
|レつ
九ボ リ よ りもヽ へ幅 つハ t)え等裸[ヒlλ )ヽハ.' 一ヽ 熱 馳地 へて'
t響で¬‡―燕 ゼ′在 く 、 ■茶森 晶泣 ネ !志碑 ぴ ボミロ黒tれひ 〕Ъ
ミと 1よ Cみ)およ‐びてCDと員 じ′‐ぜ ち Ъダ 、t∫Iミ(リユ な っ て卑Q
イ11
るヽ )ヽR議でl現わ拒 て )ヽЪす ベ リ 1ミ よ Ъ■ぶ頭 鬼 に着ジヽt憔る。
こC-2)の鳳彰 噂 すイフ■ツジ ヒ 呵い )てヽ Sれた も つ で あ るべ 、
(ι-1)(ミくゞべ1て中ミ ■ ■ の むヽ 今 ボ ノンなtl. コントラ入卜 T｀良1)






の 3二え乳が4=画1こを□たδ仁 て ヽヽ ると亀件琴ス「ミ
キtる。 ここ一七手う|まスヾ
ワトlレの九ポ リよりt賞ゝ1島つ役 )ヽ九年破 と,■ 'ヽたとミ|ミく
δれハ颯
“
ぜ、に-1)|ミくタベスで ゝミ え殉いさてき下 して )ヽる .
(C―夕)はも2_夕で:為無じるよう 1こ九豫喝 をたげ 、す/fフ■っプ
と配合 て て衝病:型摂Lの及理 とミ 蔵 tてく S薇為興ち で'ちЪ.
ミ枚 1■ほとんど'(ι一つ コミご九及冷 膏 k tt t■ち｀ りl寿曳に
4負■ヽ さイてて 1ヽることろヾ わめヽ も。 また1たこの千歩 フイ|レター をIL
メトし、々と。331コ|ミ薫し不足亀八ふ埼■パ 々のま ゝりた と興 り、
解‐6%μ9j豫リノc置にすイフ■ップ芝尋ヨ入し為。 このとt(C-1)
にな し入 IЩ■うの `ヤ ご号垣つユ及ボ最 も
~r_でヽ)書卜す は自ヶパ ろヽ)
庵ヽ とな もの多く:眉Lサミtれた。 また 3■■つ号Lしくヽ つヽ委口さ塊 り
ヽ色 とな も―て、封舞トリヘ亀 もヽ 6｀堤 t'飛亀つ畿 ■■ にぢ b亀程:壕
ろヾ}層L援Δされ 、ζ2.6にミベ'たよう1ミ亀え で'もな Цt枚た。)人
上 (4-イ)～(C一」つ の各 鳳ル 「さ費2諄て`え案 し た 各 く負議 ち ス の
代 約数 を た つ 恐 ゝ■ づ
itすこ 又 )｀る。
ゆ は24・8後のなゴb■靭 えたもので、喝 とミ って iヽ3光頸、と
すイフ■タヽジ:■朴冷 てス面積型型リ ノ■i■2ミ蔵 して得 ら疑ハЩ
イイIし
影 であ ろ.各熱亀札 ヽウ/fOびり えパ九 ミく4って、曇 ミ崚 ヘ
の■化 iよ懇 ヽ自きたンtヽ■くな って、)ろため ,ミ、琳壺Jへつ変イも1事あ
ま り量莫晃 1ミ麓Lttt t校み t'。試料 の最 もた つ訃分 は訊飛 りちq
lミふ千な緊 島粒 ネリ影 電ポが織計の二も卜にもヽキ んで 1'もこと
が集駐烈tれ色“ル花 とわ のア:レミミ句へ粗 た森 亀ヒろt請ミリヽ
彰 ttたとさり史敬輝 Rrcょれ ば、粒 ネttの■彰 は各恭 晶
札 のちこ とし だヽIミぉってα ‐ず しt詢栞ミⅢlて 'ヽ肇うヽ 、A。 こ
の虹験 flで1■、二 つ各 量つ で殺り tヽ tt Ъようにヽテ多「‡駒栞さ
れ て ,ヽ3。       .
こ8)は39.ケ%のたt奪81録こつい つミカヨええ tウゼ'、 守夭 の








と〔ミごキンテボ最tイ申び1ボたτ口、′魏寝中に■ヽ6 力々 泉 |ヤ吉卜時〕
「
じ
う初 婁ヽ で・すで'′ミユた)て しよう こと`ヾあら｀ も .
-1■として九与観■ へ りヽてく ∫れたキ4.1図(こイ)つ鵜果に
つ0て颯ち at影した フイ,レ負≧″互      ■"ミ査 じる。
(《_つ:ミネした断面AA之逮 してく ξれた光電乳 山黒 φく｀々 4.Ъ回
〔ミ■、した由寒L又ノ鳳盛 |‡等庭ヽド訳Zりあ る。鳳奮もつ驀≒号多′ン負覧した
写真 フイ:レヘl■
‐イーストマレコフ%ノクネ■つ■琥―Xで'、 議影 条今 |
瑚ヤ皓と無今 ≧lミピ′ミしてそのH―D山泉濠t4葛し■. tれtミ｀リ
て 光電九 曲線 る｀ゴ算 当 した 光弘及 が 賞牛_3興り為 ド言こtたた 1








援Цtt tれl)b`ヽダ、このた312日盛ボ tつ恐 ゝ■量 っミ磁
とこb. じらヽ し りヽ意り1た{■相対量 !ミつ りヽてくも たのず、ィ(軌
(こ 1よゼ'日言′つ在 貴 となっ軸倍 キ ととためて4&大量 ヒいいぬして
で ∫な 1ア夜 tず'な 6｀こ りヽ。そのたり |ミや4。(Щ(ιィ)りBちヽよび
ご と ゃ し た と こ ろ Iミ 直 千ミ θ.8〃滋 の 、こ゛)不 一 'レL音 り て そ こ る
ヽ」
国市t叔も口 1中地 つ ヤぐ れ 貴 ■梨 虻 ヒた 。 こ代 ょ り 資り訃 分
の平工む格 ケ弧 喝 k写Ц とた 。 ■
～
だ:構「手イ象ミ撮影 して漫、た な
や 百いミヽ 「寸 Ь蔦
1ド
に 作 成 した とで 、交も っ合 段 F鶴(こ■ 1,マア
プレミこウ `≒碑式'キ十および:カメライミ寒いよQえtれス 〕ヽ■のて'撮影
住´尋 {■tドコミdで′ちぅた:したボって鯉■っときの格 もを■






おょび:8,3てVちろりぜ、 資れをまであ｀よデ イ子.4とヽ きてえ2~Ct
よく、 こ9‐茸;建亀ミユ て九ξ家たつ煮き健L雪‐lt uたたもっボ
凰 の 人 に記 し た 承 雄 彙
呻Ъ ろ 。 こ れ ボ え ■ Sむで ■ ミ ヒ 与 え て 〕ヽ




/o琴L魂ミしづヽイ申tがて )ヽなく、 きハ守夫 つ継亀tへ tりは 1と%つてや
ゲを黒 じ~い'もところポちろウボ為
らヽも.        ・
4.3 月tたちム (ごヽ寸う考条
本援ムに去 ワー つつたミな代響実は、 ミこで時中けとした ァ!レミ
ニウヘ縄 人森品 のよう (ミ不ミ自ヽ物棒 ワ乳た とば たに篤鳴象 lミ
公 う ことポ でtЪこ lミち39光群准 裁マhす良嗅イ こょって漫、
た L織う 試 、八 え が た 1■ 友 蛾、つ尋 tlミー「む葡ttt Ъ. '疑賤t≧■ く
~3~ちと慮 主 ■ 上 げ う こ と ど で tるうく、 そ の た め に 試 料 つ た カ






えダ仁ると1いた6｀み 夕ヽであ ろう。 な4_1でニベ'スよう|こ 争■囁
|ミよって終 卜t刊朴 、二|こ熟 写‐する場合 、威 九{ミつ暉ラマ噂cμ
以下であって、現Vこパ疋 tす■F乳嗅つミ■に亀嶋くだ。ち も.じ
ハボって試ギ|のこ分千 1ミ影 電k与えЬミとなく、一ミ虚 ず
洸表ゴご宝 Ъ.■た た3細t漁ず冬 ゞ代 入 九 碑柱 図 るヽ ずた 力今 琴
ち Ьり 暉 ■分 玲 L弓響下す 瀑|コT兼々 のミ峨=ミ2卑し｀ 嘴ず し｀
415
毛質与で 1■で 〕ヽ。春褻え葛颯 |ミ よね囃
1、 こ奇仲ポミ癖 児っ颯
為分う としてイ詳まれるう｀ ど登るシ琴 ≧言ヽ料をき亀 lミわたって■っ
ま ゝ直櫛 も ことボ で き、 また t4.2で黒 した よ う ,ミ〕甦光寸
技ぼ'資れ パえき企 砲与え、等村 ボ楓 卑又
υあ る。
モア レ議 |ミヽ ■ ろ為無 tt亀3.4ぜミベ たバ、た ア レニ のニ
つの欠鳥 嗜夕さいづ弾戦)つ入 えボ島敵 蕉ttさあつ入. 4々^{巴つ
各鳳形 奮み るとすヾ )に基づ1くキ 準 |ミふさ強奮講載でヽ勤 寸 Ъ
■tよく現 われス lヽЪ」
欠 米、 日前書 きL咆い.た■ワ理 たヽ として t■&“う↓食ぅて 1ヽ
3ょぅにザ 封樹 上 |ミュ笥書 きと袂い象して、tつ訃命 やミ玉んだ
とさり回可ウl九の秘唾商る｀∫ギリて 1ヽう。 しるヽ しこれ 1ミ よれ〔ゞ1言式
袢 ヤ件つ平可∋的なミ しへ知 ることが できな わヽ。れ'料金外 r、ゎ
たる■イド・ズ
'■
援t兵甦|)も1こ (■ 、ネ司く植1⊃ 庵力Lt調イヽ■こちて る.ど 、ヽ
ち る りヽl■ピ ンネー
`レ
L置くミとtミ よつて、その一■卜奇‐つミヒ現t
兵こし、宅れ ヒ鳥武1料ぐ各 1,わたって員ミ1きにな けなば■ ダず、■ト
隼 it尋囁 るtる｀ ゝb. じ`ヽし不 以ヽ た二 tミよれ ば
:亀
/4‐.ιで]ミ、ヽ 飛ざ
う 1ミ部げキ全体 |ミわ ハつて たのイ■置と この穐 た 。ミー た Iミ録ttぜ
ミ 、イ筆粗つち力 1講こしてす ぞ れ ~4、)ヽもミとバわ るヽ も.
4.4 意とり
鳳薔格 子■暇い)■■熱良=2(め本‐り1足ニ ウ史島,「ムとしてア
fレミミウヘ堰人 継 ミ ともl薇D■つ てt英島 合 つふ 3■リボお、t
れ 案,縄品恭 I」-1ミち )ヽ~(■%ぶ掏栞tれももヽ 、bЬり 1■■4
116
さ資 ⊃ も｀ tt、 これ ■で当 筑 つあ ると こうプ ち 、た パ 、不 曳験
看ミ■りヽ イ早び:iよ検〕I■tれて lヽЪ。 また末亀墨ョコミヘ |ミすい)てで中び:[I
不エヨー で ち ること、ち も 〕ヽ1■す べ りにお3■奪 どもな乳衰ttれ、
本 入 れま つく 多て い もえ つ特 く義る(1凛めゞ象 た。
。貫 象 観52直奮苺Jこ試 琴手と ~ヽも ことうぐπ"ミ Ъ .
。 ■の命 尋 ボ鬼 ウ畿な含‐■ ち ろい |‡色鬼 と して竜ヾ 場 合 礎





。史最 濃ヽえt生米 つ心ヽ二 1ミ式 ヒ又亀単でち る。
。 た い浚tミ尽 た ■■ っ て お り 、 特 Iミ 不 ミ 唄 匈 谷 つ 退1ミtミ




場」章 分 返現 回甘番 子つヒ゜ッチ
慢 主の製 虻
従 来 、6o~九愚 鳳前 番,卜の検 え は 、た部 分 ミ1ミ1ミ 団前 九 を規





Ъこ と きヾ マ“t奪1り。
C°｀り今竃たえうこイ暮イミす るむヽ 今 =ずら粛
●91ごういЬ^ヽう■と して 1■、ビスリ+
設 九。こ各 孔寸 もヽめ Iむ生 げЪ藪 ヽ っミヶ 、す 恐 わち住裕 ヽイ咆
とマイケIレソン十 力苛 L 健´ 見 して'tた
す うヽ裁 ツ あ る、)嗜資七
■t祖ヽ コ全′トラストとしてねL漫1するヽ素⇒ポЪり、資煮 t・れつ、
囃史ヒ蒻oって、)も。 こ・tt~3-で■ヽ竜ttミ■ずくキ春きことミ 駐とし
て米フミベ |、 以ヽ 11二つラミ式 る｀ ダ台ヽ ∫もヽ 1ミやミス フト1ミ トってたミピも
翠卜きミt墳ょ史うぐヽ 熊であ Ъc ミこで:tキtの下つ つり
～
lヽ′●1とし
て ん口先に34ン 密 に よつて 電 く午tれ為 今 九 ミ 回 前 1各子 の ご っ争
■ た の壌、足 ヒ籠 っ た。
」.イ 扱ムたつ凛 11里L
乱れ 、荀‐九 |ミ lR t)れゞ 又 ,ヽる颯‐」T雫武口専ほとんど也相 格 子
であ り、キJ.1颯1ゝミしたゝうに 7'レー ズl■イでうことに よ、■、
ち Ъ奮ヽ 1ヒガこ奄tの蠍ミけりい こミスコレギー≧ミ〔〒ttてたり、ミ|ミ手 妻
よく して )ヽも,この よ うな □書 構寺 L争イ象九年 要、1ミお t)ふ悔
イヽ ‐≧『:しておえЪ准∫ぽメ イ.17)1ミお 'ヽて F(υ)。('―え_とぉえれ
ばit、0(υ)ぉょびぐLりと(1.1)|ミし^ ずって■根た理で■
f{6
わ し た も の 2冬伐 0のお よ
ゲ 撃(のとす れ ば峰じ植格 与 {よ
0の=ZP1/マ(“)ゝ
,(J.イ)
と言 け る。 ここ 1ミ
9この =αθtt αrC鍋のし%
(ケ“2)
であ り、のこ1■往墨 格 子つ番 卜 嗅 IRヒ生 ミ lミう農枚 fミ よ っ 又畿 わ






十 喘)十A2c劇(上Q′ιtt ψa)十……' (ユ3)
と Zミう。i(5。3)■(1.28)とrヒ導友‐し又 与 るとィエネミψ村もぐ尊彎わ った スゞ
け で ち
ら
り 、 ゆ る｀ た の或杖 つ 凰す 光llミ貴 邑 した 場 合 、 こ精口‡
え枚 で あ るもヽ j為え 3杖■ るこみ 、'。 した ボ っ て薇 積 秘 テ :ミつ
)ヽてし ミ七 ↑で'た無 し
^こ
と ぶ たの ■ ゝミ ヽ● れ る こ とボ も
づ｀ り、 九 奪製 な ど の マ ス クL再囲 燿 窃笏 回ミ年btこ゛ ヽす ■ぃで'






て'ちンて、 生嗅 1弐液枚バNQの咀W橘寺 |ミ よる国ミ↑懸 ミヽ し
)ヽ。 ち ゞハめて'tれ■43とたえれ t｀∫、 こ掟 まで っ―次九ミ嶽
りヽ莫 耳Lや軋 )ヽとイきく |ミげで あ り、 NえジLL颯1)てモノよt状と ボ
わ もヽ Ъ,この場 合 、 牲 1■貝波 数 が N倍|こで っ て 、1も こと りヽ ゎ｀


























ザ 争=■は竜バ|イ年,94回前 格 子ゼ'ちるボ 、今一■lt考か九 塩 |ミ臥 )ヽ∫
れ b社及 :こえ戴 した ものマ"ある。
虹験 |こ |■及築 鬼奪歌 趣 |うlヾ)、 γこれ ■オ J・≦し鳳 iミ 蠣ヽこワ建,回1で「
格 子 は iフ"レー ズ の4/1L満ハす よ うに転 置 した。す な わ ぢへ賦
光、と襲す たのた R`ミを5.(Щに ネ し不 こりとく回神Tう略争 つム.つ―






コ ンア レサ ー
レンだ1こ1
ォ5,2Щ 分 旭凰凰摯 与つピ リヽナ叢 九熱え|ミミ 〕ヽた及著光像取
12θ
ォ J.ィ襄 に°、ンチ畝 九つ濃1足に鳴 1)
∫れた分光喝鳳前措 子。
拭 号 冶 きた換 7・レーだ亀
す ‐ レ ンズ
l亀よ
リイたつた し東 1ミ
|よ― )た光 とた の



















試 料 今―Iイミつ 'ヽて食 )^え■たつ朴 ミ ヒ
た.(α〕こ|ネーシた九二亀 リスヾ 7卜'レ ポ｀ すヾ 又
^〕






ヒ取は )ヽた士ち合 fミくお れ桑鳳%であ り、これ とGDヒ■ヒ
卑ミtてケ Ъとく゛ッ今畝 えに■‐)いく罪乳鴻ヒポ ■｀とわ年て lヽも。写事
zド亀く見えて 、ヽ3苛命 {よ九の31■ボ大 tЧあ 3~て、■・ミ我パミ
の辞分 、すなわち幣 卜鳳鴫べ大き 〕ヽ卦分 ′ミ相単寸 も。(C)1専す
くフエッジとや イ｀聾県シュ慢ムに寄tたギ翡どテlミ冬∫れる直やヽ多り争ミ
である_32.3で為無したよう1ミ冽収の+9■Ъ■竜亀ゝミL減1褒Lし




ケ しt tlう。 々 」、31コつ (コ形 と み 3と、 凰古 不トト右 砲 |ミわ た
つ て こ゛ り｀考■礎霧ヒ
'き
るヾ 功らЬつろくり習LリミtキtЪ 3ヾ、今ミ|ミ L i FPで'ヽし
た警ドを■口I吉、 沢ミ定 の 増ミ桑 ネフθ.8/π燿 1■婁ミ■・舅彙込 す 韻 えポ1ちる。
イ』し1
α2)1え地工しイ鼈リスヾ クト 'レ






ノヾ よ りも■ 1ミうた2いで'導入
した名合 .
|   |
オニ3咀 分九員回薔驀 十争 ■リピッチ観 九ヽ.各写嗅は lミー視 路≧ヽ






ス ペ フ ト
'レ
















に°ッチt史え。 各 写琴甲Iミー 視 賢 ■
にお )ヽて光つ弦た と養「卜盪 曝 り■
イ23
(ι)1仄九t 考´つ入ヾクト








□萌 穐 に警 入 に,t場・き。
ぞ夕.ケ凰 分九|ヽЦ町格 トキヽ 工のこ・1ッ ト社其_。 各 写裏tよ鳴―視議苺ミミ々
さt又ふ tてち も。こιう´ こじ)|ごら｀ '｀てたり虫晨 と朴 〕縄「ミっ
―管数 と,I
ヽ力むし、聰常に執 リミt択3θ.17″ルタ多のi■つヽり理茨 |よ磯 じヽポ頓 Dθ苺ゴと
に繰こす鳳へ雄えであЪ.
|     |
で碁
費5.4Щ慮試 料 争 IIにつ ′ヽて行 ぅた え歌 森 果 で 、 1コ前瑞寺
′ヨよL:'Pでヽ、た疑「与唄 掲 つ 人 tl)分ヽ J《観」ヂtt tt Ъパ 、
化 の■卜を |■
~試料 今―■よ りも 梃嬌―で ち も.格卜Ц P取つた 竜 )｀許
奇 り咆t卜1こ 1■、キJ.4颯(C)|ミ見∫校 もよう|ごt、な っっに°ヽソナ
■彗むポ'あう。
オ5.ダEい
‐t~司村 e―正 |ミっ、′―こつ穐 果で′bも。すイフ■ッヽプ甦
民 1)たこ∠う、ち よび'九毎撲 71■ヽ'た(C)にヽ■攻薇ぞれ コ ン トラ ス
トボ生 げて( ご ッヽサtiえ■現 わし■ lヽ bo cιぅち ょヽび1(C)の図形
|こ i■4-.Iつ宅べ村 と Rげよ う 〔ミ約 θ.8ノ″石み| 政ヽヽ り にロッチtええ ぶヾ 妥
め∫校 Ъ. ■ハt蕉よ りも紳 イヽ l｀lミ葉に"犠と言■ たちミ鶴 め ら｀
れ Ъど 、これ |‡九年導こ■ lミヽ 'ヽたに)1ミよく現 わ仁マおり、九懇
楔 ヒ颯 'ヽハえら 1ミ4郎pを失た うt増し―い )Ъため とミわれ Ъ.
このふ風りヽけ!■議で銚ミTばヽツサ~言見え 〕T援、りでLつ」嬌ミ[尋こ、1澤ヽハ trヾ
θ。イ7屁化 つもので'■)bことポ わ 0ヽ)た。 こ仁 工9(鳳婁ヽ iミ含 ま
れ て lヽも格 も‐り奉琴こは
6θθ X θ“イ7・こイθO'ト (『.4)
マデち もり した るヾ つて たのご ソヽう―議 九 1■布咎卜織ヒィθθtt ξ Rゝヽと
して珠 こ と~Cヽ'もことパ わるヽ も,■た L」`アで ■、したむか
~■
九つ翼及 ボ・化 つ苦卜有 ょりt人であ つて 、な ン冬 lミtLよりも格‐き
Ц IRボ1メこさ ,ヽ。 ■た晨亀婁ミ色シ襲イ亀左‐3~3もつ とに累Ol桜ヽイミ1ミ ラン
グヘ∫ミ性.ご′IC°ヽリサ・督itt t tlり∫枚 る。
イ2J
ダ.4 ま とめ
口轟キトきJミよって発 生 した 史鳴搬 上 寝つ■諷 お よび包竜ミと
ヽ うえ たち (ミ基 づく本増 えユ (ミ よっ て、今 なス回苛略‐卜つピ
り｀十官ええうせ九つ誠た分琴 として事申鉾全 亀 Iミ わたって ―及 ,ミ 場ヽ
えで ミ Ъ ミとが 自ミゞりヽ とな 、た。曳や祭つ試 料 1ミ フ )｀マ颯1夫ェ
ん縄桑 、一 定 の 1ミヽ で繰ユ
~すピ リヽチ‐ 九。ぐ褪 ら∫れ、細 るヽ )ヽ|ミ
英ヽ つもの 1よ九黎甲哭とヽ 1｀れば よく現、わ枚 bミとボわ イヽ ‐ゝス .
こ々 よ .り z戯千『 ″ツ厖 リネジ




子■二 lミで■|■て も こと るぐ夜ノミ も。
イ」L6
絶 橘
春対 免 で l■先ず オ 1葦lミ お 1ヽて、本対 九 |ミミ l｀b寧象な与




瑾コミよって ■んだ'平砲 回前後 卜 の■命 キ ≧試 料―のイ象砲 ユ |ミ 九
の誠た分 ■ と して,1、定す もヽ ス 1ミつ ぃて た無 しハ。 その縄 桑
|‖奥 つ よ う1こ ■ とめ も ことバ で'さLs
(1)凰崎 名「卜 1■tのニ ミ 華萄―■ ち い )l~3れヽ奇 ■ 1こ こ本イギ
う牲 嗅 色9肇球1■発 生ttもとサ 奪 t tt Ъ.生んだ 曰古 春
キ |よ 、も との格 与鼻 に 直 負な崎 穐 ヒ為 え る と セつ 盤蝿 的
なう友ヒ畦 功欠と し、tの前 硼 ヽ 亀 の ■分 不 ■ ■竜ミ波 と し
て 史鳴 :ミIえ枚 交議 でキtてい Ъ こと るミロミダづヽ と■ ,飛。
(2)盈今■ を言芋嘲「つイ争穐上 `ミ 光っ叉ゑ分 尋 と してく もド 囀、
そ の■‐ぎヽ 班疑産復諷 寸 ると言言う■■もで た た る ことめぐマ"ミ も.
資れ {■ミ億 薫 (ミ73S t,てRう友枚キ友変訳 瀬ヒリ復、 R"鷲iなわれ
て 〕ヽろヽ滉麒漁+岩ムと1ミピ こと遊すれ (∵1ど 1｀.す奄 わち試
母 リスヾ フト lレ砲 て“ち う再じ″ジレル児国ざT砲|ミ 九奪裡 ろヽ どり
マ 入 ク■寸 )tt‐て、腱 ■ つ Fヽ011ミイ貝11書1■ミミキつ よう 1ミ
な っ 茶 ■ ん だ 回 す 格 卜 つ スヘ・ フト!レiミ 拗μ ttιずんみ鯰九ル2『 ヒ札
て ば〕い )ミとざ わりヽ 〕^.
キと埋諄■メ〔す各翁1つイ2訳為去 ′ミつ 'ヽ■具体 色つIF不たヽ し、t5
fミtれti気験 fミ計って4りた。 々仁 5~の轟 永 t■ )たのよぅであ
る。
(イ) 凱'料t馬, すヽ る霊甲ミえlつ醐勧″留 」｀ごた条 ヒハホえ、
127
奥 足光年末 の九茨tとして黒 た颯、ミ!ヽヽ'れ暉 、｀ その緯 九颯
tミ垂直奪賀 料苛 砲いこつ .ヽ｀ ■ つ■分 不ボ 、イ象砲ミtの前‐島
の検軌薇 置 で興たヽ れ Ъ。 した製って た冬豫合 梓´ ■亀え
れ 1ず、ゴ功サ1志くつ各首 破 ワ積 ケtれて'全L■R峙(こ風 え
マずせ bミとるけ メ っ｀■ .
(2) マ ス ク と し て すイフ■ツジ ■ lλい れ lギ1くい ヽマけでL. ミ つ
プ覧合 、・ヽビ訂ヽ寝ヒ司七わし~こ lヽも興ボ多の実′曳苑ミと_■ントラスト
■ 黒 合 て て ミ え れ ば 、 こ と う 1すた 鳳 前
‐格 キヽ の 平 IS(■寝 枚
の スヘ・クト1レイ■置にすイフエッジΣ貰¬入 して 、 t校より甲ミミ
鮨ヽ地つスハヾ 7卜lレヒ肇、商ミくのうヾぜ註も よ ,ヽこ とるくわ るヽ 、為。
(3)ナイフエップLミ｀jた場合 にヽ3れЬ図量御~R■iのスヽ 宙 り
とキ |ミ も烹囀 生ヽ コントラストをミ つてお り、 力曳友tよい。
こ量:ぶたぜくな もとを実友 t■碍 くな るので登量 の■ヽ
‐さり
とでに |■ t〕 ЬのごCtまし りヽ。
①  マ ス 7と し て 初調亀こ ミ 羊 ぷ 蔵幽 ″ 喝 易 曇 ミ●登ロミtつて
直濯議的 1ミ城 ケ して )ヽもなや楔 ■1｀ )｀、 tれでつム事球Lつ六
ぷ り■党/せ|ミネλえばヽえにく賞ミt枚、 この分尋 とイ象軸ミ
リ諷,証分う と i■■ しく―爾たす ることるぐ4D`っヽ入。
(5)郡疑九 ジ駐を喚 1ヽ人とき 、     の回部Tイ象は質ミ却も試 りλ
0ぐり建示す いず 、ミミヘ マみク として面ヽ型櫻_と時入す
るたザ中こよP tt ti4■首ミゼ
lミ 、 すイ7■ッジとf■いた とき肝
りも復■ つた 1■及 |■負こす Ъ.
(6)醜琴気可ど霙 つ Дヽ 理、と {ヽじ'こと `ヾ、 当ゝ 飛 ャ島ミ■ミし、 電 tけ衡
に すイフ■ッジ:t喬入 す るた 漱 、 ち も 夕｀t■)贄■ .穐とヽ った
128
黒 九環 ヒ員 tゝ てR襴コミすイフエッジ エt市入す もちユ 1ミ よっ
て もミ 成でit L.この場合 、単 亀、つミ 九漁 ヒRいる崚 り
も た奪票 ■日ミ`、もく{甦l■π"さる。
(7)叉二 り雉拳へヽ漱 イミよつて卑 亀で 現、われ て 〕ヽ英 Щ形 の大





ために,凰ミ↑朴}21λヽ}A‐/T‐汲ヽた去 といるヽ1ミミ lミす るもヽ 、史「象
つ 至 現、え 1ミバF寸3ち量 ヒ絞 「試 に た 。 あ わ tて刻 え ポ λ lミ つ t,
~Ct_為無 し六 。それ St とゝめ るξ次の 魔う2・ち Ъ .
(イ)平通試 料 の養I音|ミ よも尋 ケ変化 な ど lミよって生 υもな
気たの代 芥ヨ■イ咆1意外 ∫ れ るイ象η二 つ 羹 友↑ ■ |°た ｀ く母多弯
す る。 それ 破遅 け も飛 め ′ミは試 料 ヒあらG,4ιぬν
"炭
ブレ′ミRl日ヽ し、
ttボ鶴 (こ乃 b ttbイよ2撮影 し養 早■ フイlレ有≧場ヽ え た 牛
鷲コミ・ヽ「IF 3学'ヽ虫サとT打れ tぜよ )ヽこ とるぐわ らヽ っ た 。     _
0 歪 ん だ:穐「手僚 棋 最多じた フイlレ4ヒ濃ヽ 性 な 争 薫 ′ミヽ‐す る
ボ オ十と した と き !ヨI、 九 や 豫 、と賛童 撃 置 とL命雛lする こ
とガぐで:さ る。 そつ^め
lごそ 童 議 置 にヽ す る銀 限 づヾ 奄 くな
り、 ■共 不ミ ロミ彗申計にべ してt及ヽ た 感東 ≧組tてる こ l
とヒダ 辱 と しそ 1).
(3)二ヽ気 の■ と興 虻‐~5~31ミ暉 黒)■格 子ヽ亀 2ミつミ個
の事いヽ2作成 して、一竜 ヘ ウ建 ≧社rt iミ乳 虻寸 権 IT｀よ )ヽ。
件)ミ個 つヨキナボ//1■∫れ4｀)島ノさl意、_可料 ミ1ミ略 トヽヒミ
イ2?
た えttて平 写 し、そのうち―竜負 の構 トボ緯、え褻こと平
薇 |ミな るよう
.試料 ~2回や、してジЦ女已ヒ資 えば よ1).
(5)―ヽ亀つ祐 手珪ポ■ ス剤 だに呻特えヽ負の生t減、た■ も
|ミ は、格 子L終"九弩、lミ賀rして不lでけれ ば森ヽ、え瀑、と亀 ミヽ
亀 つ社製理 えでミ Ъ.
(6)可け義絆9為無 の爺 永 、本 汎Цえ二 |ミ よЪ援ヽ たぶたLT格子眠
喝 lミ逆L_rtaすることぢミiゎぢヽ っ六。柊 卜鳴R■30」勺ゎれ と
し、 い やバ40-鳳奏tで、´調  「ポiたの1崚ヽ彙 つ人
ttヒ1ミって )ヽもとTTれば:、 八え可 熊な交征 量 と して 1甘
ο,イ(μt・ち り、■たこ量 とに■「Fθ.θθ67%となって、ミト
隼 |ミ威 た りヽ t'滲Цt為漱で′ち ることパ 0ヽ∫
`ヽ
と■、た 。
キ+苺で:1■曳撫 の曳験qとして アlレミユウヘ相L人織 晶 ■ろt敬
り4是彰tt為場合 つ【ミ分 ■t冽点Lし、え ネ で′1■イ申デが 旬ヽワこで
れて 〕ヽること、あ る 夕ヽtT粒へ lミ おtTも不均-4仲ぴ な どと知
つス.宅の絹永 、ォ 〈葦 ～費3≒つ考無 と合 わて 了今 りt史畿
《)1ぼむン ~て 1ヽもえりヽ//tボメ喧リダJ「こた。
(1)象ヽ物 ヒ直壽 |ミヽ'料とす もミヒろぜ‐・ミ Ъ。
し)4/箸今 ボ拠の強独_奇神ち い P噂亀九 と して竜、1料全 琶請ミ
わ 疼 っ て 一九 lミ枝 定it薇・も ろヽ ∫ 、 直 轟 ■ つ 分 ゃ ボ 耗 ヒ つ
るヽ サ で す り 。
(3)メl篭暑ジЦまこt養ヽ米の暉卜ちジ駄にrtlして1ミ当|¬ノマうる。






オ 〕 尊 て
:嗜特t〔ミよ る琳卜与 ミ だ 1すで な く 、 ミ つ 八 え 琺 P介
光瞑回す冶 ものぐ リヽチ毒こ九の対どこ|ぎ狐Rtた。tリホ彙lτ文,
よ う 1ミ ま と め ∫れ も。
(1)理善沖ヨム無お よび｀ (劫り森彙より、今現ミえ二 |ミ よって分
光量口前格 卜つノ番rtlイtr iミ生 C′¬こヽ)もビ°ヽソ今球=九ゼぅミ試 場合
Qにわ爽 つて―■ に現1定で'きbことボ日ミゞづヽ と奪 もた・
(■)八たにR｀〕^凰前魯 ふ
|ミ |‡警分 自91こ格 きunづご化 の評
分 よ りt交象7してい るとこう‐ボ訳(め3｀れ た。 ■^集発
嗚
に生 げたに°ッチ議 九メalょゲー定 の |ミ攻ヽ だ:篠二寸 く゛ッチ根
え Jぜあ ることイミわ るヽった。
訥 守
贔後 に 、キ対 先のた碍t与えてヽ'■■いき、本身 先 の之 合 にヽ
してたえず箕 亀 なィ住P稲黒 2襲pたた■ た準篠 日早潟 、僕 ド木ミ iミ
碗力斑却ミ瀑 く嵐事はヽ'不
しtす。
また 、終颯へ缶奪準P■7」亀、奪P式読:■1〕 ただ 〕ヽた実1■ヽ ■大




夫限 夫 像 太像亀 ■像丹 礼弓
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諷 波 なゴび｀に読 史 員銀
本舟 先に鳴す も議 颯 なゞグに詭 ■:■次つ とお りであ る。
1.式シ■
「 た力褻 失」こち｀ す｀Ъ咀ミ●格 子つた 民」
ォとも凰 た { 物ヽ 理 像含 奪代 議 颯含 11ャーiV~2
0乙ネニ37年10ミ1{日
「 鳳萌 格 子と夙
tJたス′力 減ヽえ  4ユコントラλ卜との キヽ紳
な工九
ヤイο回力 嗅物 理撃颯燻 ミ合武 演ノキ れ_V11-7
昭和 3?年十R{曰
「 口甘格 子Li｀｀〕たカ カ燿ゝ た  援ヽ た01」
キ10日々 風有υ理や囁イ■ミ合議颯含 れ―V11-8
昭黎Q38午4ミ1日
「 回前 格 卜と
lゝ )｀たヽ 電■二 :ミ よ るこうヽ た ミiへ及 |ミ 鳴
す 3為無」
ォ4風々 |、4η理'7含奪然ミ議 城食  3「II-6
ぶLttQ 5 9年―fO もヽLl    、
「 凰¬岬橘「きと1スリた再 颯神ヽ スイミよ るこ興 ‐え 衆議理この■イ乙Ъ｀
よが'卑亀た、ツ色1九lCよう■模tl
や碁 回々鳴詢 理 セヽ告年1ボi宅ミ3■言 3P―I-7
B乙ネQЬ曽与_10!ミ3颯




キ11回たミ物 理 守嗅く、理合議 澳含  2に―Bヽλ
昭和 39午4ミユ曰
「 凰ミ●牢辞むヒ牡鳴 6つそ搬え う良とたえた こ滉ミ足」
キ14暉え′嶼力傷ミ合議 寝含 4-l?.
5召和 37年9ミ8日
「 葺日前灌 によも回岬T不計きりに°、りうど苛た九の夜 Ц」
ヤオ 回力凰物 理 冬含 年代 議 寝含 4ャーV-7
日群神 3,午(1 4ヽ巳
「 凰神ケ不魯卜と颯 りたヽ颯■年ス :ミ よるこ漫tt スハヾ クトlレ萄 1ミ
九年不奥≧喬入 しな士諄4ミュ
々ユケ凰力1ヽ物 i■寺含 や賛哉 颯合 」ャーVI-7
鴫和 31年11ミタ邑
「 凰請格‐卜と設蹟=輩
とた たハミ刻え 平 萄々力 |ミ よ もこ貪
昴 り ,ミた とtつた Rュ
お12日々 lミ4勾理 年瀑亀ミ会議 演含  6PKヽヽ9
昭和 40年4ミ6日
「 口す 番 ト ヒ ω力れ 銅″ ″れ と為 た人 ■瓢足 引 誘たり■
tt tt■ア!レミミウ負担 夫秦ヨロRI つ｀茨口｀」
オ26凰蕨マ:ヽ物 コl憮含 毎公 式 ジミ含  コhz―今 イヽθ
日已摯 4-0‐3_lθ員と日
「 鳳 ヨ■竜気■ ミ 2うr〕｀ た 日 前 弔Fふのイ象 砲 積 製 ず足lミ よ も企 t
イ象り4■ゝ






'loptical Diffracti_o ll ‖etlto(1_of Strai_n tteasurement
Based on Hot・Lu■8_tion Tl■eory':
1lochnol. lleっ1」s. Osaka Univ. lL ・う)9 (■967).
"Furtller Oonsi_derati_on on the l′leasurelnent Of 3train
Distribution by tl■e Use of cOt DifflL・aCt on Gratillg`:
TechnOl. itept s. Osak● Univ. l牛, 521 (1964)。
':I_mage of tlle Optica■ Gratins i4o』.ulated by tho Signa■
and its Applica‐しion to・the 'lo ast■rement of Strain
Distributi.on::
AT_3p■. Opt. ュ, 825 (196ι卜).
lfFiae■ity of iStrain :Pattern olld rieasurelnent of Strai_n
I)isじrj_buしion in a p■ato by Usj_ng a Diffra_cti_on GIPatil■g::
Proc. of tl‐le ■4th Japan Congress for AI)ID■ied
Nech.,(■9(35), し´O be pub■ished.
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